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●谷和原庁舎○
場  所 部名 課　　名 主　な　業　務　内　容

谷　
　

和　
　

原　
　

庁　
　

舎

１　

階

市　

民　

部

市民窓口課

戸籍事務、住民票等各種証明事務、印鑑登録、埋火葬許可、その他諸証明事務
☆谷和原庁舎市民窓口課でお取り扱いのできる伊奈庁舎管轄の事務
　○税務課関係
　　納税証明書、所得証明書、非課税証明書、住民税決定通知書（課税証明書）、事業所
　　所在証明書、評価証明書（評価額通知書）、資産証明書、公租公課証明書、登載証明
　　書、記載事業証明書、納付書再発行、軽自動車登録（標識交付）・廃車
　○国保年金課関係
　　（国民健康保険）：被保険者証再交付、高齢受給者証再交付、納付書再発行
　　（老 人 保 健）：医療受給者証再交付、限度額適用・標準負担額減額認定請求書再
　　　　　　　　　　交付、老人保健健康手帳再交付
　　（医 療 福 祉）：医療福祉費請求書再交付、医療福祉費受給者証再交付
　○社会福祉課関係：生活保護変更申請（傷病届）の受け付け、高齢者センター使用許
　　　　　　　　　　可申請
　○介護保険課関係：介護保険料の納付書再発行
　○企画政策課関係：人口データの提供

産
業
振
興
部

農　政　課
農林水産振興対策、農業経営対策事業、米の数量調整、農業後継者育成、農業災害対策、
土地改良事業、農業構造改善事業、畜産振興、園芸振興、有害鳥獣駆除、農村公園の管理

産業立地課 工業団地等の整備、企業誘致、学校誘致、医療・福祉施設誘致

商工観光課
商工業の振興、中小企業金融、消費者行政、特産物、観光協会、フィルムコミッション
の推進、歴史公園の管理

地籍調査課 地籍調査の企画、地積測量

農業委員会 農業委員会の会議、農政活動の推進、農業者年金、農地の権利移動・転用

都
市
建
設
部

都市計画課
都市計画の企画・調整、土地区画整理事業、屋外広告物、市営住宅、公園の整備・管理、
開発行為、建築確認申請

建　設　課
道路・橋梁等の整備・管理、雨水排水施設整備・管理、道路安全施設の管理、道路の認定・
廃止、駅前広場の管理、用地取得

特定事業推進課
つくばエクスプレス事業、伊奈・谷和原丘陵部一体型土地区画整理事業、都市軸道路関
連事業、合併市町村幹線道路緊急整備支援事業

会　計　課 現金の出納および保管、自動車の臨時運行許可

２　

階

教
育
委
員
会

学校教育課
教育委員会の会議、奨学金、奨励金、児童・生徒の就学、幼稚園関係、学校給食、学校
施設の整備計画

　教育指導室 学校訪問指導、児童指導・生徒指導、教育相談

生涯学習課
生涯学習の推進、社会教育施設の管理・運営、社会教育関係団体の指導・育成、社会教
育事業、青少年育成事業

文化振興課
芸術文化の振興、芸術文化団体の指導・育成、文化施設の管理、文化財の指定・保護お
よび保存、文化財保存団体等の指導・育成、郷土資料の保存･活用

　町史編纂室 伊奈町史

３
階議会事務局

議員報酬、本会議・委員会等の議事運営、会議録、請願・陳情、議会の傍聴、議員の福
利厚生

●出先機関に配置されている課○
場　　所 課　名 主　な　業　務　内　容

つくばみらい市水道事務所 水　道　課 水道料金の調定・徴収、水道施設の整備・維持管理

小絹水処理センター 下 水 道 課
下水道等（公共下水道事業、農業集落排水事業、コミュニティ・プラント事業）
の受益者負担、使用料の賦課・徴収、下水道施設等の整備・維持管理、合併
処理浄化槽補助

谷和原保健福祉センター 健康増進課 健康診査、健康づくり、予防接種、母子保健、栄養指導、精神保健

総合運動公園 スポーツ振興課
社会体育の振興、社会体育施設の管理、社会体育団体の指導・育成、学校体
育施設開放事業

●伊奈庁舎○
場  所 部名 課　　名 主　な　業　務　内　容

伊　
　

奈　
　

庁　
　

舎

１　

階

市　

民　

部

税　務　課
税務関係証明事務、市・県民税、たばこ税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税等の賦課・
徴収、原動機付自転車・小型特殊車両の標識交付

　収納対策室 市税の滞納整理、滞納処分

生活環境課
環境対策、一般廃棄物の収集・運搬および処理、地球温暖化防止対策、公害防止対策、
犬の登録、交通安全対策、防犯対策、駐輪場の管理、放置自転車対策、県民交通災害

市民窓口課

戸籍事務、住民票等各種証明事務、印鑑登録、埋火葬許可、外国人登録事務
☆伊奈庁舎市民窓口課でお取り扱いのできる谷和原庁舎管轄の事務
　○都市計画課関係：都市計画図の販売
　○農業委員会関係：農業委員会選挙人名簿の受領、農業者年金現況届受領、耕作証明
　　書の交付
　○文化振興課関係：町史編纂関係書籍の販売

保
健
福
祉
部

福
祉
事
務
所

社会福祉課
民生・児童委員、身体・知的・精神障害者（児）福祉、高齢者福祉、生活保護、行旅病人、
人権啓発

児童福祉課
児童相談、児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当、母子・父子および寡婦福祉、
放課後児童対策、保育所関係

介護保険課 第１号被保険者保険料の賦課・徴収、介護認定申請、介護認定審査、介護保険の資格得喪

国民年金課 国民健康保険、国民年金、医療福祉、老人保健

会　計　課
収入・支出の審査、財産の記録管理、有価証券の出納および保管、現金の出納および保管、
自動車の臨時運行許可

２　

階

総　

務　

部

秘書広聴課
秘書事務、褒章および表彰、広報紙の発行、ホームページの管理、請願・陳情および要望、
行政相談、男女共同参画、国際交流

企画政策課
基本構想、市政の基本的施策の企画・調整、行政改革、広域行政、地域振興事業の企画・
調整、合併協定項目の進行・管理、交通体系の計画、統計調査

　情報政策室 電子行政システムの構築、情報セキュリティ

総　務　課
議会の招集、行政協力員、情報公開、個人情報保護、防災、消防施設、選挙管理委員会、
監査委員、固定資産評価審査委員会

財　政　課 財政計画、予算編成、決算統計、公有財産の管理、各種入札および契約事務

人　事　課 職員の任免・服務・研修、給与、福利厚生

　つくばみらい市は、伊奈・谷和原２つの庁舎に、それぞれ行政機能を持たせて振り分ける分庁方式をとっています。そのた
め、各種行政手続きで市役所にお越しの際には、お間違えのないよう、事前にその担当課が配置されている庁舎を確認のうえ、
お越しくださいますようお願いします。なお、各庁舎を行き来するシャトルバスを運行していますので、ぜひご利用ください。
無料でご利用できます。
　また、市民窓口課では、住民票の写しなどの交付のほか、それぞれの庁舎に配置されていない課の業務の一部を取り扱って
います。市民窓口課で取り扱いのできる業務については、表のとおりです。市民窓口課の主な業務内容の欄をご確認ください。
　担当課が不明な場合は、まずお電話でお問い合わせください。（☎ 58 - 2111　伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）旧谷和原村役場
の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話交換室
につながり、その後各課に転送されます。）



　茨城県民手帳を購入希望の方は、次の申込書またはお電話で市伊奈庁舎企画政策課までお申し込みください。

　○県民手帳ポケット版 （７㎝×12㎝）
　○県民手帳標準版  （8.2㎝×13.9㎝）
　○県民手帳デスク版 （14.9㎝×21㎝）
　　○各種統計書については、お問い合わせください。

平成19年版　茨城県民手帳申込書

ポケット版 冊

標 準 版 冊

デ ス ク 版 冊

【住　所】
　つくばみらい市　　　　　　　　　　　　
【氏　名】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【連絡先】
　　☎　　　　　　　　　　　　　　　　　

　【受取場所】　伊奈庁舎企画政策課　・　谷和原庁舎会計課
　　　　　　　※希望する受取場所に○をつけてください。

◆申し込み・問い合わせ先
　市伊奈庁舎企画政策課
　☎ 58 - 2111（内線1241）

キ 

リ 

ト 

リ

…… 300円
…… 400円
…… 900円 申込期限

10月３日㈫

※手帳は12月上旬（詳細は広報でお知らせ 
　します。）から、市役所各庁舎で代金引換
　による受け取りとなります。

　まちの中には、さまざまな情報を提供してくれる「屋外広告物（※）」がたくさんあります。
　これら屋外広告物を表示するためには、多くの場合許可を受けることが必要です。まちの良好な景観を作り出すために、屋
外広告物の表示を行うときは必要な許可を受けましょう。

（※）屋外広告物とは、屋外で常時または一定の期間継続して公衆に表示される広告物のことで、はり紙、はり札、立看板、広告塔、
　　広告板、建物その他の工作物などに掲出されたものなどを指します。

●屋外広告物については、「まちの良好な景観の形成」と「公衆に対する危害の防止」の面から、許可にあたって設置場所や大
　きさなどを規制しています。

　【主な規制の例】
⑴店舗などの敷地内に、店名、取扱商品名などを表示する場合（自家広告物）
　・建物の壁面に表示する広告物の面積は、その壁面の５分の１以下に限られます。
　・一部の地域では、表示面積の合計に上限があります。（例…郊外の道路沿道　など）
⑵店舗などから離れた位置に表示する場合や、他人に看板やその敷地を貸す場合
　・街路樹、電柱、歩道橋、道路標識等には、広告物を設置できません。（禁止物件）
　・一部の地域では、広告物の設置が禁止されています。（禁止地域）
　　（例…鉄道の沿線、郊外の道路沿道、信号機の付近　など）

●また、許可には有効期間（最長３年）があります。いったん許可を受けた広告物でも、有効期間の経過後に引き続き設置す
　るためには、有効期間更新の手続が必要です。有効期間が切れた屋外広告物は、違反広告物として除却命令の対象になりま
　すのでご注意ください。

●許可手続や許可基準の詳しい内容など、屋外広告物についてのご相談は、都市計画課へ。

◆問い合わせ先
　市谷和原庁舎都市計画課
　☎ 58 - 2111（内線8163）

●日時
10月９日㈷　雨天中止
午前７時　　　 態度決定、防災無線アナウンス
　　９時15分　開会セレモニー
　　９時30分　ウルトラクイズ
　　10時　　　 イベント開始
午後４時　　　 終了

●場所
　市総合運動公園、板橋小体育館、小張小体育館

●内容
　子どもから大人まで、気軽に楽しめる参加型イベントです。スポーツ大会形式、スポーツ教室形式、チャレンジ形式、体
験コーナーなど盛りだくさんのイベントがあります。ウルトラクイズやイベントスタンプラリーなど、豪華賞品をたくさん
用意していますので、ご家族そろって参加してください。

イベント場所 形　態 イベント名 担当団体名 備　　考

体育館

ク イ ズ ウルトラクイズ 体育指導委員会 館内履き持参　午前９時30分開始　賞品あり
イベント バドミントン教室 体協バドミントン 館内履き持参　午前10時～午後２時
イベント オレンジボールを操れますか 体協卓球 館内履き持参　午前10時～午後２時
教 室 ふれあいソフトバレー教室 ソフトバレー部 館内履き持参　午前10時～午後２時
イベント バウンドテニス体験 バウンドテニス部 館内履き持参　午前10時～午後２時
教 室 キンボール教室 体育指導委員会 館内履き持参　午後２時～４時

体育館ロビー イベント 身体測定
（身長・体重・体脂肪）

体協スキー
体協バレーボール 館内履き持参

卓球室 イベント スポーツテスト 小中体連 館内履き持参

柔道場
イベント ダーツ 豊ジュニアクラブ 賞品あり　午前10時～正午、午後１時～４時
イベント 吹き矢 柔道部 賞品あり

テニス場 教 室 テニス教室 体協テニス 午前10時受け付け　ラケット、シューズ持参
ゲートボール場 教 室 初心者教室 体協ゲートボール 道具あり
野球場内野 イベント ストライクアウト 体協野球
野球場外野レフト イベント ストライク・ビンゴ 体協ソフトボール

　　　　　ライト イベント ニアピン・ホールインワン
コンテスト

体協
グラウンドゴルフ 道具あり

青少年研修道場 教 室 剣道体験教室 剣道部

多目的グランド

イベント チャレンジ・ターゲットバー
ドゴルフ ポニーＴＢＣ 道具あり

大 会 親子フットサル大会 サッカー部
一般募集　参加賞あり　午前10時受け付け
１チーム（子３人、親２人）
親は中学生以上、女性は子に含む

イベント キックターゲット スポ少サッカー
板橋小、小張小 大 会 ミニバスケットボール大会 スポ少ミニバス

●お知らせ
・体育館内に入館する場合は、館内履きが必要ですので、ご持参ください。
・駐車場の台数に限りがありますので、できるだけ相乗りでお越しください。
　また、当日毎時２往復、伊奈庁舎経由の谷和原庁舎から総合運動公園までシャトルバスを運行します。伊奈庁舎駐車場、
　谷和原庁舎駐車場もご利用ください。

◆問い合わせ先
　市スポーツ振興室
　（総合運動公園内）
　☎ 58 - 4005

９月は茨城県の屋外広告物美化強調月間です



谷井田小、谷和原中が教育奨励賞 谷和原のみつばが銘柄産地指定に！
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水害に備えて水防訓練を実施

つくばみらい市消防団長に宮田一日出氏が就任

　７月30日、杉下地先小貝川右岸（谷原大橋下流約200ｍ付近）にお
いて、つくばみらい市水防訓練が行われました。出水期にあたり、水
防作業の技術の習得、能率向上を目的として行われたものです。
　市の消防団や市役所水防隊などが参加し、「土のう作り」や「月の輪」
などの水防工法を実施しました。

　平成18年３月27日につくばみらい市が誕生して以来、消防団におきましては、つくばみ
らい市伊奈消防団、つくばみらい市谷和原消防団として活動してきました。
　この度、８月10日付けをもって両消防団が統合され、新たに「つくばみらい市消防団」
としてスタートすることになり、消防団長には、８月25日付けで宮田一日出氏（元つくば
みらい市伊奈消防団長）が就任されました。

統合前名称 統合後名称
つくばみらい市伊奈消防団第１分団 つくばみらい市消防団第１分団
つくばみらい市伊奈消防団第２分団 つくばみらい市消防団第２分団
つくばみらい市伊奈消防団第３分団 つくばみらい市消防団第３分団
つくばみらい市伊奈消防団第４分団 つくばみらい市消防団第４分団
つくばみらい市伊奈消防団第５分団 つくばみらい市消防団第５分団
つくばみらい市伊奈消防団第６分団 つくばみらい市消防団第６分団
つくばみらい市伊奈消防団第７分団 つくばみらい市消防団第７分団
つくばみらい市谷和原消防団第１分団 つくばみらい市消防団第８分団
つくばみらい市谷和原消防団第２分団 つくばみらい市消防団第９分団
つくばみらい市谷和原消防団第３分団 つくばみらい市消防団第10分団
つくばみらい市谷和原消防団第５分団 つくばみらい市消防団第11分団

　また、谷和原村消防団長およびつくばみ
らい市谷和原消防団長として活躍された青
木正好氏は、８月９日任期満了により退職
されました。長年にわたりご尽力を賜り誠
にありがとうございました。
　なお、消防団の統合に伴い、分団名称が
右のように変更になります。

つくばみらい市消防団長に宮田一
か ず ひ で

日出氏が就任

水害に備えて水防訓練を実施

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

　

道
路
里
親
制
度
と
は
、
茨
城
県
管
理
の
道

路
を
「
里
子
」
に
、
沿
線
の
地
域
住
民
、
企

業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
を
「
里
親
」

に
例
え
、
道
路
の
清
掃
や
除
草
、
花
壇
の
手

入
れ
な
ど
の
清
掃
美
化
活
動
な
ど
を
県
に
代

わ
っ
て
行
い
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
道
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

た
制
度
で
す
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
「
や
わ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
」
は
、平
成
15
年
5
月
か
ら
「
里
親
」

と
し
て
、
主
要
地
方
道
つ
く
ば
野
田
線
の
加

藤
地
内
か
ら
古
川
地
内
ま
で
約
１
㎞
の
区
間

の
清
掃
美
化
活
動
に
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
功

績
に
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」（
8

月
1
日
〜
31
日
）
期
間
中
で
あ
る
8
月
10
日

に
市
谷
和
原
庁
舎
第
１
会
議
室
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　８月11日、土浦合同庁舎において、平成18年度青果

物銘柄産地指定交付式が行われ、県南総合事務所管内で

谷和原地区のみつばと、龍ヶ崎市のトマトの２産地が指

定を受けました。高級食材としての夏みつばは、当産地

しかなく、高度な技術を有する貴重な産地であると評価

をいただきました。

　認定書を持っていらっしゃるのが、谷和原みつば部会

長　大藤輝夫さん（南）です。

　また、８月18日、同会から谷和原地区の４つの小学校に対して、防犯ジャンパー 100着の寄贈がありました。
　やわらライオンズクラブは、小学校に防犯ブザーを寄付したり、巡回パトロールをしたりと、積極的に市内の
防犯活動を行っています。

道
路
愛
護
等
功
労
者
表
彰

谷和原のみつばが銘柄産地指定に！
　日本会議茨城が「将来の日本を担う人材の育成」とい
う目的のもとで実施している「教育奨励賞」を、谷井田
小学校、谷和原中学校が受賞しました。
　谷井田小学校は、「夢に向かい心豊かにたくましく生き
る子の育成」を教育目標に、心の教育、開かれた学校づ
くりの充実に努めています。
　また、谷和原中学校は、「向上心に富みこころ豊かでた
くましい生徒の育成」を教育目標に、知・徳・体・意の
調和の取れた生徒の育成に取り組んでいます。

谷井田小、谷和原中が教育奨励賞

宮田　一日出氏

月の輪工法実施の様子



つ
く
ば
み
ら
い
の
伝
統
行
事

①
小
絹
八
坂
神
社
祭
礼

　

7
月
８
日
、
９
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
小

絹
地
区
に
お
い
て
「
小
絹
八
坂
神
社
祭
礼
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
宿
神
楽
保
存
会
に
よ
る

見
事
な
舞
い
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

②
盆
綱

　

８
月
13
日
、
下
島
地
区
、
伊
丹
地
区
に
お
い

て
「
盆
綱
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
盆
綱
は
、
子

ど
も
た
ち
が
へ
び
の
よ
う
な
長
い
綱
を
引
き
な

が
ら
、
集
落
を
ま
わ
る
伝
統
的
な
行
事
で
す
。

　

集
落
内
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
ワ
ッ
シ
ョ

イ
！
ガ
ッ
シ
ョ
イ
！
」
と
い
う
元
気
な
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。

③
福
岡
盆
踊
り

　

８
月
15
日
、
福
岡
地
区
大
楽
寺
に
お
い
て
、

「
福
岡
納
涼
盆
踊
り
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

盆
踊
り
と
い
え
ば
昔
は
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

福
岡
地
区
で
は
、
昔
か
ら
続
く
盆
踊
り
を
継

承
し
よ
う
と
「
福
岡
盆
踊
り
保
存
会
」
が
中
心

と
な
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
や
ぐ

ら
の
周
り
に
輪
を
作
り
、
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
「
珍
し
い
行
事
」
や
「
伝
統
的

な
行
事
」
は
、
地
域
で
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

新
住
民
が
農
業
体
験

伊奈の祭りが開催されました
　８月５日、市総合運動公園において、伊奈の祭りが
行われました。ものまねショーやパワーバトル綱引き、
浴衣コンテストなどが行われ、盆踊り大会では、合併
を記念して「伊奈町音頭」「谷原音頭」が流れました。

　

み
ら
い
平
駅
周
辺
地
区
（
陽
光
台
）

に
引
越
し
て
き
た
新
住
民
に
対
す
る

「
野
菜
作
り
イ
ベ
ン
ト
in
み
ら
い
平
」

（
県
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元

農
家
の
山
口
進
司
さ
ん
（
谷
口
）
の
指

導
の
も
と
、
大
根
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

ど
の
作
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
5

月
に
は
夏
野
菜
の
作
付
け
を
行
い
、
16

世
帯
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
2
回

目
で
新
た
に
8
世
帯
が
仲
間
入
り
し
、

秋
野
菜
の
作
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
回
か
ら
参
加
し
て
い
る
方
は
だ
い

ぶ
慣
れ
た
様
子
で
し
た
が
、
農
作
業
は

初
体
験
と
い
う
方
も
多
く
見
ら
れ
、「
疲

れ
た
。
本
当
に
芽
が
出
る
か
不
安
」「
今

か
ら
収
穫
が
と
て
も
楽
し
み
」
な
ど
、

初
め
て
の
農
作
業
に
苦
労
と
喜
び
を
感

じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

伊奈の祭りが開催されました

　伊奈の祭りのなかで、「こども110番の家」スタンプラリーが行われました。
　常総警察署生活安全課と市教育委員会が共催で実施したもので、警視庁が作った標
語「いかのおすし（いか）ない・（乗）らない・（大）きな声を出す・（す）ぐ逃げる・（知）
らせる」がキーワードです。子どもたちが巻き込まれる事件が多発している現在、子
どもたちにわかりやすく防犯対策を高めてもらうために実施しました。
　「こども110番の家」とは、地域の協力家庭が看板などを掲げ、子どもたちがトラ
ブルに巻き込まれそうになったときに駆け込み、助けを求めることにより、子どもた
ちを犯罪から守り、被害を最小限に止めようとするものです。
　子どもたちの安全を確保するため、「こども110番の家」の設置をはじめ、地域のみ
なさんの暖かいご協力をお願いしています。

　会場の入り口では、保護司、
更生保護女性会、人権擁護委
員、青少年相談員、高校生会
が共同で、社会を明るくする
運動の啓発を行いました。

浴衣コンテスト入賞者
のみなさん

新
住
民
が
農
業
体
験

つ
く
ば
み
ら
い
の
伝
統
行
事

※綱火は36ページで紹介しています。

集
落
を
ま
わ
る
山
車
。

新
宿
神
楽
が
見
事
な
舞
い
を
見
せ
る
。

②

②

下
島
地
区　

盆
綱

伊
丹
地
区　

盆
綱

③

やぐらを囲んで盆踊り

①



龍ヶ崎七夕カップ

少年野球大会結果

□第24回谷和原杯少年野球大会
　●期日　７月15日、16日
　●場所　城山球場、小絹小、谷和原中
　●出場　16チーム
　●結果　優　勝　豊ナインズ
　　　　　準優勝　小絹ゴールデンズ
　　　　　第３位　板橋ファイターズ

□第25回ばら賞記念杯学童野球大会
　●期日　７月29日、30日
　●場所　水海道市民球場、天満球場、小貝川球場
　●出場　20チーム
　●結果　優　勝　豊ナインズ

□利根町野球交流大会
　●期日　８月26日・27日、９月３日
　●場所　利根町浄化センターグラウンド
　●出場　32チーム
　●結果　優　勝　小絹ゴールデンズ

●期日　７月22日、23日
●場所　たつのこアリーナ（龍ヶ崎市）
●結果　第３位　谷井田ミニバスケットボール少年団

豊
ナ
イ
ン
ズ
２
冠
！

全
員
野
球
！
小
絹
ゴ
ー
ル
デ
ン
ズ

少年野球大会結果

龍ヶ崎七夕カップ

　齊藤絹子さん（谷井田）のお宅でとれた、長く巨大な
カボチャ（写真下）です。長さは58㎝、重さは６㎏あり
ます。もらったカボチャを食べ、その種を土に埋めたと
ころ、勝手に大きくなりこのような大きな実をつけたそ
うで、齊藤さんはたいへん驚いたそうです。

第
８
回
常
総
広
域
圏

高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会

水
球
で
全
国
大
会
へ

谷和原地区小学校水泳大会

【
男
子
の
部
】

●
25
ｍ
自
由
形

1
位　

中
島　

拓
哉
（
十
和
小
）

2
位　

三
角　

真
生
（
小
絹
小
）

3
位　

地
引　

宙
大
（
小
絹
小
）

●
25
ｍ
平
泳
ぎ

1
位　

北
原　

俊
城
（
小
絹
小
）

2
位　

小
島
正
太
郎
（
谷
原
小
）

3
位　

鈴
木　

駿
介
（
谷
原
小
）

●
25
ｍ
背
泳
ぎ

1
位　

山
中　

康
太
（
谷
原
小
）

2
位　

中
澤　

皓
樹
（
十
和
小
）

3
位　

古
谷　

祐
二
（
小
絹
小
）

●
50
ｍ
自
由
形

1
位　

濱
中　

翔
太
（
小
絹
小
）

2
位　

日
和　

航
大
（
小
絹
小
）

3
位　

飯
泉　

良
平
（
十
和
小
）

●
50
ｍ
平
泳
ぎ

1
位　

高
橋　
　

晶
（
小
絹
小
）

2
位　

並
木　

雄
介
（
小
絹
小
）

3
位　

中
島　

裕
人
（
福
岡
小
）

●
１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

1
位　

小
絹
小

2
位　

谷
原
小

3
位　

十
和
小

●
１
０
０
ｍ
自
由
形
リ
レ
ー

1
位　

十
和
小

2
位　

谷
原
小

3
位　

小
絹
小

　７月24日、小絹小学校において平成
18年度谷和原地区小学校水泳大会が行わ
れました。
　結果は次のとおりです。（敬称略）

【
女
子
の
部
】

●
25
ｍ
自
由
形

1
位　

茂
田
萌
那
美
（
小
絹
小
）

2
位　

津
志
田
弥
菜
（
小
絹
小
）

3
位　

浜
野　

美
咲
（
谷
原
小
）

●
25
ｍ
平
泳
ぎ

1
位　

渡
邊　

紗
希
（
小
絹
小
）

2
位　

中
島　

桃
佳
（
十
和
小
）

3
位　

川
口　

恵
美
（
十
和
小
）

●
25
ｍ
背
泳
ぎ

1
位　

坂
野　

亜
衣
（
谷
原
小
）

2
位　

山
崎　

由
莉
（
小
絹
小
）

3
位　

藤
田　

実
優
（
小
絹
小
）

●
50
ｍ
自
由
形

1
位　

飯
泉　

郁
香
（
福
岡
小
）

2
位　

秋
田　

澪
奈
（
谷
原
小
）

3
位　

中
原　

幸
奈
（
小
絹
小
）

●
50
ｍ
平
泳
ぎ

1
位　

並
木
も
も
子
（
小
絹
小
）

2
位　

飯
泉　

佳
奈
（
十
和
小
）

3
位　

大
内　
　

朋
（
谷
原
小
）

●
１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

1
位　

小
絹
小

2
位　

十
和
小

3
位　

谷
原
小

●
１
０
０
ｍ
自
由
形
リ
レ
ー

1
位　

谷
原
小

2
位　

小
絹
小

3
位　

福
岡
小

谷和原地区小学校水泳大会

　

8
月
26
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、

第
29
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
で
は
水
球
の

競
技
が
行
わ
れ
、
15
歳
以
下
女
子
の

部
で
、
市
内
か
ら
藤
田
沙
也
香
さ
ん

（
写
真
左
）、
木
村
花
歩
さ
ん
（
写

真
右
）（
※
と
も
に
伊
奈
中
学
校
１

年
生
・
水
海
道
水
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
所
属
）
が
選
手
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

●
期
日　

8
月
1
日
、
２
日

●
出
場　

７
チ
ー
ム

●
結
果　

優　

勝　

伊
奈
高
等
学
校

水
球
で
全
国
大
会
へ

第
８
回
常
総
広
域
圏

高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会

巨大カボチャがとれました巨大カボチャがとれました

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）



み
ぢ
か
な
教
養
セ
ミ
ナ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

美
奈

　

旧
伊
奈
町
に
移
住
し
て
20
数
年
、

身
近
に
あ
っ
た
文
化
財
に
つ
い
て
全

く
無
知
で
あ
っ
た
事
に
驚
き
反
省
し

て
い
ま
す
。

　

車
中
、
木
村
課
長
が
予
備
知
識
を

与
え
て
下
さ
っ
た
の
で
現
地
で
の
理

解
度
が
深
ま
り
助
か
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
伊
奈
っ
て
素
晴
ら
し
い
町

で
あ
っ
た
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

谷
和
原
地
区
に
も
も
っ
と
も
っ
と

沢
山
の
遺
跡
や
偉
人
が
存
在
し
た
と

か
。

　

是
非
、
次
の
機
会
に
も
参
加
し
た

い
も
の
で
す
。

　

全
国
に
誇
れ
る
文
化
財
や
遺
跡
を

良
い
状
態
で
残
し
、
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
為
の
計
画
を
し
て
欲

し
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

教
養
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
爪　
　

進

　

広
く
な
っ
た
新
市
内
の
旧
所
・
名

跡
を
訪
ね
て
、
歴
史
と
文
化
に
触
れ

る
教
養
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
（
旧
谷
和
原
村
）
に
来
て

か
ら
間
も
な
い
私
は
、
ま
だ
知
ら
な

い
と
こ
ろ
ば
か
り
で
す
。
好
き
な
と

こ
ろ
に
は
足
繁
く
通
い
ま
す
が
、
旧

所
・
名
跡
の
お
勉
強
と
な
る
と
、
つ

　

さ
る
７
月
27
日
、
谷
和
原
公
民
館

で
は
、
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
の

協
力
の
も
と
「Let`s

！
つ
く
ば
み

ら
い
市
」
と
題
し
、
旧
伊
奈
町
に
あ

る
史
跡
や
文
化
財
に
接
し
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
新
市
に
目
を
む
け

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
25
人
は
、
間
宮
林
蔵
記
念

館
・
板
橋
不
動
院
と
視
察
し
新
た
な

知
識
の
も
と
間
宮
林
蔵
の
偉
大
さ
、

不
動
院
の
１
２
０
０
年
に
も
及
ぶ
歴

史
に
圧
巻
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
改
め
て
「
故
郷
・
・
・
つ

く
ば
み
ら
い
市
」
を
、
観
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

以
下
、
参
加
さ
れ
た
方
の
声
を
ご

紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

い
足
が
遠
の
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

バ
ス
は
間
宮
林
蔵
記
念
館
に
着
き

ま
し
た
。
林
蔵
が
残
し
た
立
派
な
資

料
や
遺
品
な
ど
を
見
学
し
な
が
ら
、

担
当
の
方
か
ら
詳
し
い
説
明
を
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
教
え
て
い
た
だ
き
、

郷
土
が
生
ん
だ
世
界
の
偉
人
に
つ
い

て
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

次
に
板
橋
不
動
院
、
ワ
ー
プ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
を
回
り
、
そ
れ
ぞ

れ
詳
し
い
解
説
を
い
た
だ
き
、
楽
し

み
な
が
ら
認
識
を
新
た
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
は
、
年
１

回
く
ら
い
は
積
極
的
に
参
加
し
、
脳

の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。　
　

み
ぢ
か
な
教
養
セ
ミ
ナ
ー

「Let`s

！
つ
く
ば
み
ら
い
市
！
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｌｅｔ’ ｓ　学習！Ｌｅｔ’ ｓ　学習！

生涯学習講座　公民館講座生涯学習講座　公民館講座

平
成
19
年
度

幼
稚
園
児
募
集
要
項

平成19年度　つくばみらい市立

幼稚園 ３歳児 ４歳児 ５歳児 通園区域

わかくさ
幼 稚 園

60人 若干名 若干名
小張・豊・板橋
小学校区

す み れ
幼 稚 園

40人 若干名 若干名
谷井田・三島・
東小学校区

谷 和 原
幼 稚 園

60人 若干名 － 谷和原全域

◎
入
園
資
格

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
に
住
所
が
あ
り
、

次
の
期
間
に
生
ま
れ
た
幼
児

・
年
長
組
（
5
歳
児
）

　

平
成
13
年
4
月
2
日
〜
平
成
14
年

　

4
月
1
日
出
生
児

・
年
中
組
（
4
歳
児
）

　

平
成
14
年
4
月
2
日
〜
平
成
15
年

　

4
月
1
日
出
生
児

・
年
少
組
（
3
歳
児
）

　

平
成
15
年
4
月
2
日
〜
平
成
16
年

　

4
月
1
日
出
生
児

◎
受
付
日
時

　

平
成
18
年
10
月
3
日
㈫
〜
10
月
13

　

日
㈮　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

　

時
※
土
・
日
・
祝
日
、
10
月
10
日
（
わ

　

か
く
さ
幼
稚
園
・
す
み
れ
幼
稚
園
）

　

の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
受
付
場
所

　

わ
か
く
さ
幼
稚
園
・
す
み
れ
幼
稚

園
・
谷
和
原
幼
稚
園
の
各
園
で
受
け

付
け
ま
す
。

◎
申
込
用
紙

　

わ
か
く
さ
幼
稚
園
・
す
み
れ
幼
稚

園
・
谷
和
原
幼
稚
園
の
各
園
、
市
役

所
総
合
窓
口
（
伊
奈
・
谷
和
原
庁
舎
）

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

◎
幼
稚
園
あ
れ
こ
れ

●
通
園
方
法

　

幼
稚
園
バ
ス
ま
た
は
保
護
者
送
迎

●
給
食

　

給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
月
額

　

3
千
５
０
０
円
）

●
授
業
料

　

月
額
６
千
円（
わ
か
く
さ
幼
稚
園
・

　

す
み
れ
幼
稚
園
）

　

月
額
5
千
５
０
０
円
（
谷
和
原
幼

－各幼稚園の募集園児数および区域－

　

稚
園
）

※
平
成
18
年
度
実
績

※
平
成
19
年
度
は
幼
児
教
育
設
置
協

　

議
会
に
お
い
て
決
定
し
ま
す
。

◎
運
動
会
お
よ
び
保
育
の
公
開

　

来
年
度
入
園
を
希
望
し
て
い
る
幼

児
を
対
象
に
、
運
動
会
お
よ
び
保
育

の
公
開
を
行
い
ま
す
。

●
運
動
会

・
10
月
7
日
㈯　

わ
か
く
さ
幼
稚
園
・

　

す
み
れ
幼
稚
園
（
各
園
庭
）

☆
お
子
様
が
参
加
で
き
る
種
目
を
午

　

前
10
時
〜
10
時
30
分
ご
ろ
に
予
定

　

し
て
い
ま
す
。

・
9
月
30
日
㈯　

谷
和
原
幼
稚
園　

　
（
谷
原
小
学
校
校
庭
）

　

お
子
様
が
参
加
で
き
る
種
目
を
午

　

前
11
時
〜
11
時
30
分
ご
ろ
に
予
定

　

し
て
い
ま
す
。

※
雨
天
順
延
で
す
。

●
保
育
の
公
開

・
10
月
12
日
㈭
・
13
日
㈮　

午
前
10

　

時
30
分
〜
11
時
30
分　

わ
か
く
さ

　

幼
稚
園
・
す
み
れ
幼
稚
園

※
い
ず
れ
か
の
日
に
ご
来
園
く
だ
さ

　

い
。

※
谷
和
原
幼
稚
園
は
9
月
7
日
㈭
に

　

行
い
ま
し
た
。

◆問い合わせ先
　・わかくさ幼稚園　☎ 58 - 0014
　・すみれ幼稚園　☎ 58 - 3425
　・谷和原幼稚園　☎ 52 - 2330



た
。
そ
し
て
、
な
ま
で
ひ
こ
う
き
を

見
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま

た
、行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

お
友
だ
ち
も
い
っ
ぱ
い
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　

小
張
小
５
年　

齋
藤　

怜
央

　

今
日
は
、
知
ら
な
い
こ
と
を
た
く

さ
ん
学
べ
ま
し
た
。

　

特
に
興
味
深
か
っ
た
の
が
、
飛
行

機
の
ボ
デ
ィ
の
う
す
さ
が
、
五
百
円

玉
と
同
じ
う
す
さ
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
ぼ
く
は
、「
え
っ
？
そ
ん
な
に
う

す
い
の
！
」
と
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。

　
　

板
橋
小
５
年　

五
味
川　

美
優

　

私
は
「
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
講

座
」
の
羽
田
整
備
工
場
見
学
に
行
っ

て
「
よ
か
っ
た
な
ぁ
！
」
と
、
思
っ

た
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
し

た
。

　

羽
田
空
港
は
と
て
も
広
く
て
、
飛

行
機
の
整
備
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
も
の
を

い
ろ
い
ろ
く
っ
つ
け
て
い
き
、
完
成

す
る
の
に
５
か
月
も
か
か
る
と
い
う

こ
と
が
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
き
た
い
で
す
。

　
　
　

谷
和
原
中
３
年　

古
谷　

渉

　

羽
田
整
備
工
場
を
見
学
し
て
、
飛

行
機
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

飛
行
機
の
羽
の
仕
組
み
や
、
ど
う

や
っ
て
造
っ
て
い
る
の
か
が
分
か

り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

羽
田
整
備
工
場
見
学
に
来
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
参
加
し

た
い
で
す
。

デ
コ
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト

―

カ
ラ
ー
粘
土
を
使
っ
て―

　

８
月
19
日
、
伊
奈
公
民
館
で
行
わ
れ
た
「
デ
コ
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
」
に
78
人

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
粘
土
を
使
い
、
見
本
の
ピ

エ
ロ
を
見
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
作
品
を
熱
心
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

三
島
小
１
年　

谷
口　

歩
美

　

た
の
し
か
っ
た
し
、
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。
ピ
エ
ロ
は
む
ず
か
し

か
っ
た
け
ど
、
お
し
え
て
も
ら
っ
た

の
で
、
じ
ょ
う
ず
に
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
や
り
た
い
で
す
。
お
う
ち
で

も
、
ね
ん
ど
で
ピ
エ
ロ
を
つ
く
り
た

い
で
す
。
ま
た
、
ね
ん
ど
で
あ
そ
び

た
い
で
す
。

　
　

福
岡
小
１
年　

大
久
保
稚
奈
都

　

さ
い
し
ょ
は
む
ず
か
し
か
っ
た
け

ど
、
お
し
え
て
も
ら
っ
て
で
き
た
か

ら
、
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

谷
井
田
小
２
年　

尾
内　

涼
花

　

せ
ん
せ
い
た
ち
と
ピ
エ
ロ
を
作
っ

た
の
が
、
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
み

ん
な
と
な
か
よ
く
作
れ
ま
し
た
。
ま

　
　
　

十
和
小
１
年　

直
井　

悠
馬

　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
く
る
の
が
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　
　
　

小
絹
小
１
年　

染
谷　

圭
秀

　

か
た
く
り
こ
の
そ
こ
な
し
ぬ
ま

が
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。ま
た
、

や
り
た
い
で
す
。

　

谷
井
田
小
３
年　

古
谷　

き
よ
ら

　

友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り

は
上
手
に
作
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　

小
絹
小
３
年　

渡
邊　

真
梨

　

か
た
く
り
こ
の
実
験
が
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
か
た
く
り
こ
が
、

お
す
と
か
た
ま
る
け
ど
、
何
も
し
な

い
で
お
い
て
お
く
と
と
け
て
し
ま
う

の
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　

板
橋
小
４
年　

古
橋　

優
花

　

一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
か
た

く
り
こ
の
実
験
で
す
。
か
た
く
り
こ

は
や
わ
ら
か
か
っ
た
け
ど
、
水
を
入

れ
た
ら
か
た
く
な
り
ま
し
た
。
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　

板
橋
小
５
年　

黒
木　

駿

　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
で
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
が
だ
ん
だ
ん
縮
ん
で
き

て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　

カ
タ
ク
リ
粉
の
実
験
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。

　
　
　

十
和
小
５
年　

直
井　

達
也

　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
は
、
急
に
小

さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
意
外
だ

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　

谷
井
田
小
６
年　

塚
本　

香
月

　

自
分
特
製
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り

が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
私
の

大
好
き
な
水
泳
の
絵
と
名
前
を
描
い

た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
っ
て
上
手
に

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
「
カ
タ
ク
リ
粉
の
底
な
し
沼
実
験
」

で
は
、
か
た
く
り
こ
を
だ
ん
ご
に
し

て
も
ど
ろ
ど
ろ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
感
触
が
ど
ろ
ど
ろ
だ
っ
た
け

ど
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
家
で

も
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　

子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
参
加
者
を

募
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
学
校
・
学
年
の
垣
根
を
超
え
、
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。　

お
も
し
ろ
理
科
先
生
の
実
験

―

カ
タ
ク
リ
粉
の
底
な
し
沼
実
験―

　

７
月
22
日
、
谷
和
原
公
民
館
で
行
わ
れ
た
「
お
も
し
ろ
理
科
先
生　

―

カ
タ

ク
リ
粉
の
底
な
し
沼
実
験―

」
に
は
55
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

カ
タ
ク
リ
粉
の
不
思
議
な
感
触
に
驚
い
た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作

り
で
は
、
目
の
前
で
縮
ん
で
い
く
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
に
興
味
津
々
で
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。

羽
田
飛
行
機
整
備
工
場
見
学

　

８
月
１
日
、
羽
田
の
日
本
航
空
飛
行
機
整
備
工
場
見
学
に
73
人
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
飛
行
機
の
製
造
か
ら
飛
ぶ
仕
組
み
な
ど
説
明
を
受

け
た
後
、
実
際
に
飛
行
機
を
間
近
で
見
学
。
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
大
き
さ

に
驚
き
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
　

十
和
小
１
年　

石
嶋　

萌
々
花

　

ひ
こ
う
き
が
と
ん
で
い
っ
た
と
こ

ろ
が
、
め
っ
た
に
み
ら
れ
な
い
の
で

す
ご
か
っ
た
で
す
。

　
　
　

福
岡
小
１
年　

菊
地　

優
希

　

ひ
こ
う
き
が
、
め
の
ま
え
で
み
ら

れ
た
か
ら
、
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　

豊
小
２
年　

芝
田　

征
樹

　

ひ
こ
う
き
が
大
き
く
て
か
っ
こ

よ
か
っ
た
で
す
。（
ボ
ー
イ
ン
グ
）

７
８
７
の
か
ん
せ
い
が
楽
し
み
で

す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
ひ
こ
う
き
を
近
く
で
見

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な

と
お
べ
ん
と
う
を
食
べ
た
の
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
い
き
た
い
で
す
。
こ
ん
ど

は
、
ひ
こ
う
き
に
の
っ
て
み
た
い
で

す
。

　
　

谷
井
田
小
３
年　

手
塚　

彩
絵

　

今
日
は
、
ひ
こ
う
き
を
間
近
に
見

ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ひ
こ
う

き
の
タ
イ
ヤ
が
す
ご
く
大
き
い
の
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

豊
小
３
年　

坂
本　

由
香

　

今
日
は
、
羽
田
空
港
せ
い
び
工
場

見
学
に
行
っ
て
、
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し

〈
敬
称
略
〉



申し込みについて
　受付期間　９月21日㈭～ 10月６日㈮　午前９時～午後５時
　受付場所　生涯学習課、伊奈公民館、谷和原公民館
　　　　　　　月曜日・・・・・・生涯学習課のみ受付可
　　　　　　　火曜日～金曜日・・生涯学習課、伊奈公民館、谷和原公民館で受付可
　　　　　　　土曜日・日曜日・・伊奈公民館・谷和原公民館のみ受付可
　受講対象　原則として、つくばみらい市に在住・在勤・在学の方

申し込みの注意
　①希望者は申込用紙に必要事項を記入のうえ、受付場所へご持参いただくか、郵送でお申し込みください。
　　（※10月６日㈮必着）
　　ただし、伊奈公民館移動学習のお申し込みは、参加費を持参のうえ窓口へ直接お申し込みください（郵送不可）。
　②定員を超えた場合、10月11日㈬に公開抽選会を行います。受講決定通知は別途送付します。
　③定員に満たない場合は、講座を開設しないこともあります。
　④諸事情において開催日時が変更になる場合があります。
　⑤伊奈公民館で主催する講座は、移動学習以外に２講座まで選択できます。
　⑥初心者パソコン講座・子育てほっとスマイル講座については、以前同講座を受講された方はご遠慮ください。
　⑦電話による受付はできません。

日　　時　10月27日㈮　午前８時～午後５時（予定）
参 加 費　3,600円（記念写真代、入園料、昼食代が含まれます。）
募集人員　50人
申込注意　参加費を持参の上、受付場所へ直接お申し込みください。

❖コース❖
　８：００　市立伊奈公民館　出発
　　　　　　　　⇨常磐自動車道　谷和原インターより東京方面へ（守谷ＳＡで休憩）
１０：５０　東京タワー　到着
　　　　　　　　⇨タワー内にある東京タワー水族館や大展望台の見学
１２：３０　太陽楼で昼食
　　　　　　　　⇨タワー内にある中華料理のバイキングをどうぞ！
１３：４５　東京タワー出発
１４：２０　東京都庭園美術館（旧朝香宮邸）到着
　　　　　　　　⇨約１時間の園内自由見学（日本のアール・デコをご堪能ください。）
１５：３０　東京都庭園美術館　出発
１７：００　市立伊奈公民館到着

伊奈公民館

移動学習移動学習

パ
ソ
コ
ン
・
デ
ビ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

や
そ
子

　

た
い
し
た
目
的
も
無
く
、
マ
イ
パ

ソ
コ
ン
を
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

粗
大
ゴ
ミ
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
と
内
心
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
「
初
心
者
パ

ソ
コ
ン
講
座
」を
受
講
で
き
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、
パ
ソ
コ
ン
・
デ
ビ
ュ
ー

で
す
。

　

う
ん
十
年
前
か
ら
英
文
タ
イ
プ
、

ワ
ー
プ
ロ
を
使
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
多
少
高
を
く
く
っ
て
い
ま
し
た

が
、
パ
ソ
コ
ン
は
勝
手
が
違
い
ま
し

た
。
な
か
な
か
手
ご
わ
い
相
手
で
し

た
。

　

講
座
は
、
１
日
４
時
間
・
５
日
間

の
コ
ー
ス
、
最
終
目
的
は
「
ハ
ガ
キ

を
作
ろ
う
！
」
で
す
。

　

先
生
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
方
々
の

根
気
よ
い
対
応
で
、
無
事
講
座
を
終

了
し
ま
し
た
。
感
謝
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
住
所
変
更
知

ら
せ
を
兼
ね
て
暑
中
お
見
舞
い
状
が

で
き
、
早
速
活
用
し
ま
し
た
。
ハ
ガ

キ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
あ
れ
こ
れ
迷
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
楽
し

い
の
で
す
。
結
構
い
け
て
る
な
ど
と

勝
手
に
自
己
満
足
・
・
・
・
皆
様
の

お
か
げ
と
ま
た
感
謝
で
す
。

　

今
回
の
講
座
受
講
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
、
ま
た
自
分
の
世
界
が
広
が

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
な
ん
て
久
し

振
り
で
す
。何
か
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て
、
生
活
に

一
味
付
け
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
己
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
、
賢
い

ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
こ
な
せ
る
事
を

た
、
あ
そ
び
た
い
で
す
。
こ
ん
ど
は

か
ぞ
く
と
や
っ
て
み
ま
す
。

　
　
　

十
和
小
２
年　

青
木　

真
歩

　

手
の
か
た
ち
が
む
ず
か
し
か
っ
た

で
す
。
ぼ
う
し
の
と
こ
ろ
も
む
ず
か

し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
む
ず
か
し

か
っ
た
け
ど
、た
の
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
や
り
た
い
で
す
。

　
　
　

小
絹
小
３
年　

中
村　

美
紗

　

先
生
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く

れ
た
の
で
、
ピ
エ
ロ
は
う
ま
く
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
や
り
た
い
で
す
。

　
　
　

三
島
小
４
年　

大
野　

早
紀

　

今
日
は
カ
ラ
ー
ね
ん
ど
で
ピ
エ
ロ

を
作
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
ピ
エ
ロ

の
顔
を
作
り
ま
し
た
。
形
に
気
を
つ

け
た
の
で
う
ま
く
丸
く
作
れ
ま
し

た
。そ
の
次
は
洋
服
を
作
り
ま
し
た
。

一
番
む
ず
か
し
か
っ
た
の
は
、
ぼ
う

し
で
す
。
ぼ
う
し
は
細
く
て
丸
い
の

で
た
い
へ
ん
で
し
た
。
今
日
は
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　

豊
小
５
年　

坂
本　

直
行

　

と
て
も
う
ま
く
ピ
エ
ロ
が
作
れ
て

良
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
、
先
生
た

ち
が
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
機
会
が

あ
っ
た
ら
も
う
一
度
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
日
先
生
た
ち
に
教
え

て
も
ら
っ
た
こ
と
を
今
度
は
、
ぼ
く

が
友
だ
ち
に
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　

板
橋
小
５
年　

野
口　

志
穂

　

今
日
は
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
こ
ん
な
に
一
生
け
ん
命
に
ね
ん

土
で
遊
ん
だ
り
で
き
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
夏
休
み
の
い
い
思
い
出

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
来

年
も
こ
う
い
う
講
座
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
残
っ
た

ね
ん
土
で
他
の
物
も
作
り
た
い
で

す
。
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

７
月
４
日
か
ら
８
日
の
５
日
間
に
渡
っ
て
、
市
立
図
書
館
に
お
い
て
「
初
心

者
パ
ソ
コ
ン
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
19
人
の
方
が
参
加
し
、
マ
ウ
ス
の
使

い
方
か
ら
学
習
し
、
最
終
日
に
は
思
い
思
い
の
暑
中
お
見
舞
い
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
　
　

小
絹
中
１
年　

前
田　

彩
夏

　

最
初
に
ピ
エ
ロ
を
見
た
と
き
は
、

こ
ん
な
の
作
れ
る
か
な
と
心
配
し
ま

し
た
が
、
案
外
楽
に
作
れ
て
良
か
っ

た
で
す
。

　

中
学
生
は
私
一
人
で
心
細
か
っ
た

の
で
す
が
、「
中
学
生
だ
か
ら
」
と
い

う
こ
と
で
、
バ
ラ
の
花
の
作
り
方
も

教
え
て
も
ら
え
た
の
で
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
普
段
で
は
作
れ
な
い
難
し

い
作
品
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

目
指
し
ま
す
。

（
自
分
自
身
に
）
乞
う
ご
期
待
！
ご

指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆問い合わせ先
　・市谷和原庁舎生涯学習課
　　☎ 58 - 2111（内線8212）
　・伊奈公民館
　　☎ 58 - 5081
　・谷和原公民館
　　☎ 52 - 2141



講 座 名 定　　員 15人

開催日時 12月１日㈮・22日㈮・２月９日㈮・23日㈮
３月２日㈮　午前10時～正午（全５回）

開催場所 谷和原公民館
費　　用 5,000円

内　　容
いろいろな「かたち」で「花」を楽しんでみませんか？　いろいろな花の表情を楽
しんでみましょう。生け花ありアレンジメントありの内容です。

講 座 名 定　　員 20人

開催日時 10月27日㈮　午前10時～正午
開催場所 谷和原公民館
費　　用 無料

内　　容
私たち生活の中で一番関心が高いことですよね！　年金の手続きや、お給料や土地
の購入などに関わってくる所得税について勉強しましょう。

講 座 名 定　　員 30人

開催日時 １月26日㈮　午前９時30分～正午
開催場所 谷和原公民館
費　　用 4,000円

内　　容
国産大豆NO.1の北海道、青森産の「つるのこ」を使用します。あなたにとっての「オ
ンリーワン」な味噌作りにチャレンジしてみましょう。

皆様の地区にうかがい
　　　　　「映画会」を開催します！！
日時・場所　10月16日（月）　市立谷和原公民館
　　　　　　10月17日（火）　市立谷和原公民館　福岡分館
　　　　　　10月18日（水）　市立谷和原公民館　十和分館
　　　　　　10月19日（木）　市立小絹コミュニティセンター
　　　　　　10月20日（金）　市立小絹コミュニティセンター
各会場　　　午前９時30分～正午
対象者　　　市内在住の65歳以上の方
　参加にあたっては申し込みの必要はありませんので、直接お
近くの会場にお越しください。

　淡島千景の「故　郷」　だれの心の中にも・・故郷が

あります。

　その故郷を目指し76歳の女性が走ります。

　周りの人々の暖かさをかみしめて！

　高齢者社会を迎えた昨今の現状と、人としての関わ

りを問いかける映画です。　

伊奈公民館

講 座 名 定　　員 50人

開催日時 11月12日㈰　（午前）９時30分～ 11時30分
　　　　　　（午後）１時～３時

開催場所 伊奈公民館
費　　用 3,700円

内　　容 手作りのお味噌は出来上がりの味も香りも特別ちがいます！

講 座 名 定　　員 20人

開催日時 11月22日㈬・29日㈬　午前９時30分～正午
開催場所 伊奈公民館
費　　用 6,000円（3,000円×2回）

内　　容 大人気の枯れないお花。プリザーブドフラワーでクリスマス飾りを作ろう！

講 座 名 定　　員 20人

開催日時 12月18日㈪　午前９時30分～正午
開催場所 伊奈公民館
費　　用 700円

内　　容 手作りそばを作って食べて、大
おおみそか

晦日を迎えましょう。

講 座 名 定　　員 20人

開催日時 12月25日㈪　午前９時30分～正午
開催場所 伊奈公民館
費　　用 1,300円

内　　容 自分の手でお正月のしめ飾りを作ってみましょう！

講 座 名 定　　員 20人

開催日時 １月16日㈫・23日㈫・２月６日㈫・20日㈫
27日㈫　午後１時～３時（全５回）

開催場所 伊奈公民館
費　　用 3,500円

内　　容
初心者のためのパッチワーク講座です。型紙作りから仕上げまで丁寧に基礎を学び
ます。気軽にご参加ください。

講 座 名 定　　員 25人

開催日時 12月８日㈮　午前９時30分～午後３時
開催場所 谷井田コミュニティセンター
費　　用 1,300円

内　　容 花びら模様の太巻き寿司etc．．．いろいろな巻き寿司に挑戦！

後期講座後期講座
●お申込みは、１人２講座までとなります。

● みそづくり講座は、午前・午後と２回に分けて開催します。申し込みをされる方は、どち

らかに必ず○をつけてください。

●お子様連れの方はご遠慮ください。



◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
健
康
増
進
課

　
（
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
内
）

　

☎
25
‐
２
１
０
０

　

労
働
保
険
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
（
通
称
・
労
災
保
険
）
と

雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
、
保
険
給
付
は
両
保
険
制
度
で
そ
れ

ぞ
れ
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
保
険
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
加
入
事

務
所
の
利
便
と
事
務
処
理
の
能
率
向
上
を
図
る
た
め
に
、
一
元
的
に

扱
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
働
く
あ
な
た
と
家
族
を
守
る
た
め
の
制
度

で
す
。

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
の
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
方
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
雇
用

保
険
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。 労災保険制度とはこんな制度です

　労働者が業務上の理由または通勤によって負傷したり、

病気に見舞われたり、あるいは不幸にも死亡された場合

に、被災労働者や遺族を保護するため必要な保険給付を

行うものです。

雇用保険制度とはこんな制度です
　労働者が失業した場合および労働者について雇用の継

続が困難となる理由が生じた場合に、労働者の生活およ

び雇用の安定を図るとともに、再就職を促進するため必

要な給付を行うものです。また、失業の予防、雇用構造

の改善など、労働者の福祉の増進を図るための事業も行っ

ています。

◆問い合わせ先
　茨城労働局
　労働保険徴収室
　☎029 - 224 - 6213

生涯学習課

講 座 名 定　　員
小学１年生～
中学３年生

開催日時
10月28日・11月18日・25日・12月９日・26日
１月20日
土曜日他　午前９時30分～ 11時30分他（全６回）

開催場所 谷和原公民館他

費　　用 教材費等

内　　容

異年齢の集団で体験活動を行い、自主性・協調性・忍耐力を高め、互いに助け合う
心・思いやる心を育てます。（内容：筑波山登山・おもしろ理科先生の実験・シャド
ウボックス・茨城新聞社プレスセンター見学・ビーズ工作など）　※後日、学校に
募集案内を配布した際にお申し込みください。なお、市外の学校に通学している方
は事前にお問い合わせください。

講 座 名 定　　員
11月22日現在２歳～就
園前の子とその保育者
15組

開催日時
11月22日・29日・12月６日・13日・20日
水曜日　午前10時～ 11時30分　（全５回）

開催場所 小絹コミュニティセンター

費　　用
ビーズ・おやつ等

2,000円

内　　容

子どもと過ごす時間をもっと楽しく豊かにしてみませんか。友だちの輪を広げて心
身ともにリフレッシュしましょう。

Ｎｏ 月　　日
講座内容

保　育　者 子　ど　も

① 　11月　22日 手遊び＆わらべ歌

② 　11月　29日 子育て座談会 リズム遊び

読み聞かせ

工作　　　等

③ 　12月　６日 ビーズアクセサリー作り

④ 　12月　13日 ストレッチ＆エアロビクス

⑤ 　12月　20日 親子でリトミック

①⑤は親子一緒、②③④は分かれての講座となります。
※諸事情により内容が変更になる場合があります。

講 座 名 定　　員
18歳以上の社会人

19人

開催日時
11月14日㈫～ 18日㈯
火～土曜日　午後１時～５時　（５日間）

開催場所 谷和原公民館

費　　用 テキスト代2,000円

内　　容

　パソコンがうまく使えないという方・これからパソコンを始めてみようという方
を対象に、マウスの使い方や文字の入力の仕方から分かりやすく学習します。イン
ターネットやワード・エクセルにも挑戦します。ワードを使って自分だけの素敵な
年賀状を作ってみませんか。

後期講座後期講座

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、
通
常
初
冬
か
ら
春
先
に
み
ら
れ
ま
す
。

普
通
の
風
邪
と
ち
が
っ
て
全
身
症
状
が
強
く
、
肺
炎
や
脳
炎
、
心
筋
炎
な

ど
を
合
併
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
毎
冬
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
と
、
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
患
者
の
死
亡
率
が
普

段
よ
り
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
と
て
も
怖
い

感
染
症
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
発
病
を
抑
え
る
以
外
に
、

症
状
を
軽
減
し
た
り
合
併
症
を
予
防
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受

　

け
る
に
は

⑴
対
象
者

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
内
に
住
民
登
録

　

し
て
あ
る
方
で

○
65
歳
以
上
（
接
種
日
現
在
）
で
希

　

望
さ
れ
る
方

○
60
〜
64
歳
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

　

1
級
を
お
持
ち
の
方
、
心
臓
、
腎

　

臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
の
あ
る

　

方
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

　

に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有

　

す
る
方

⑵
接
種
期
間

　

10
月
１
日
〜
平
成
19
年
１
月
31
日

　

ま
で

⑶
公
費
負
担
額

　

2
千
円
ま
で
（
１
回
の
み
）

※
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

　

は
、全
額
公
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

⑷
接
種
場
所

　

茨
城
県
広
域
予
防
接
種
協
力
医
療

　

機
関

※
予
防
接
種
を
受
け
る
際
は
、
必
ず

　

医
療
機
関
に
広
域
予
防
接
種
協
力

　

医
療
機
関
か
ど
う
か
確
認
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

広
域
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
で

　

な
い
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ

　

れ
る
方
は
、
事
前
に
健
康
増
進
課

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
な
く
接

　

種
を
受
け
た
場
合
は
、
全
額
自
己

　

負
担
に
な
り
ま
す
。）

※
茨
城
県
外
の
医
療
機
関
を
希
望
さ

　

れ
る
方
は
、
事
前
に
健
康
増
進
課

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
対
象
と
な
る
方
は
、
施
設
入
所

　

者
お
よ
び
病
院
入
院
者
の
み
と
な

　

り
ま
す
。）

⑸
持
ち
物

①
つ
く
ば
み
ら
い
市
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　

ザ
予
防
接
種
予
診
票
・
イ
ン
フ
ル

　

エ
ン
ザ
予
防
接
種
券
（
予
診
票
の

　

裏
面
に
な
り
ま
す
）

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
済
証

③
個
人
負
担
免
除
券
（
生
活
保
護
受

　

給
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）

※
対
象
者
に
は
郵
送
い
た
し
ま
す
。

④
健
康
保
険
証
（
年
齢
な
ど
の
確
認

　

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　
　
　
　

⑹
注
意
事
項

○
旧
伊
奈
町
で
交
付
し
て
い
た
「
住

　

所
地
外
予
防
接
種
券
」
は
な
く
な

　

り
ま
し
た
。

○
旧
谷
和
原
村
で
行
っ
て
い
た
領
収

　

書
に
よ
る
負
担
金
交
付
は
な
く
な

　

り
ま
し
た
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
済
証

　

は
、
医
療
機
関
で
必
ず
記
入
し
て

　

も
ら
い
各
自
大
切
に
保
管
し
て
く

　

だ
さ
い
。



特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害（
重
度
・

中
度
）
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

家
庭
に
お
い
て
監
護
（
保
護
者
と
し

て
生
活
の
面
倒
を
見
る
こ
と
）
し
て

い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
手

当
で
す
。
こ
の
手
当
は
申
請
を
し
な

け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
手
当
の
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度

　

は
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
す

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お

　

む
ね
1
・
2
級
（
内
部
的
疾
患
含

　

む
）
程
度
に
該
当
す
る
も
の

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
・
Ａ
程
度

　

の
知
的
障
害
で
あ
る
場
合
、
ま
た

　

は
同
程
度
の
精
神
障
害
で
あ
る
場

　

合
●
特
別
児
童
扶
養
手
当
2
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お

　

む
ね
3
級
（
内
部
的
疾
患
含
む
）

　

程
度
に
該
当
す
る
も
の

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ｂ
程
度
の
知

　

的
障
害
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
同

　

程
度
の
精
神
障
害
が
あ
る
場
合

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
額
（
平
成

　

18
年
4
月
〜
）

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
認
定
請

求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
、
障
害
の
程
度
に

よ
っ
て
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
す
。

●
対
象
児
童
１
人
に
つ
き

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
（
重
度

　

障
害
）　

　
　
　

⬇
月
額
5
万
７
５
０
円

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級
（
中
度

　

障
害
）

　
　
　

⬇
月
額
3
万
3
千
８
０
０
円

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
払
日

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
認
定
請

求
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
、
年
3
回
、
4
月
・
8

月
・
12
月
に
支
払
月
の
前
月
分
ま
で

の
手
当
が
支
払
わ
れ
ま
す
。（
支
払
日

が
土
・
日
・
祝
日
な
ど
に
当
た
る
と

き
は
、
こ
れ
ら
の
日
の
前
日
と
し
ま

す
。）

●
支
払
日

・
4
月
11
日
…
12
月
分
か
ら
3
月
分

・
8
月
11
日
…
4
月
分
か
ら
7
月
分

・
12
月
11
日
…
8
月
分
か
ら
11
月
分

■
所
得
制
限
に
つ
い
て

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制

限
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
請
求
者
本

人
や
配
偶
者
、
同
居
し
て
い
る
親
族

の
方
の
前
年
所
得
金
額
が
下
表
の
所

得
制
限
限
度
額
以
上
で
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら
翌
年
の
７

月
ま
で
の
手
当
が
支
給
停
止
と
な
り

ま
す
。

★
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況

　

届
は
お
済
み
で
す
か

●
毎
年
8
月
11
日
〜
9
月
10
日

　

所
得
状
況
届
（
そ
の
年
の
8
月
か

ら
翌
年
の
7
月
ま
で
の
手
当
を
受
け

る
資
格
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
で

す
。
２
年
以
上
提
出
さ
れ
な
い
場
合

に
は
受
給
資
格
が
喪
失
し
ま
す
。
今

年
度
分
が
ま
だ
未
提
出
の
方
は
至
急

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

－ 所得制限限度額表（平成17年分所得）－

扶養人数
＜請求者本人＞
所得制限額

＜扶養義務者＞
所得制限額

０人 4,596,000円未満 6,287,000円未満

１人 4,976,000円未満 6,536,000円未満

２人 5,356,000円未満 6,749,000円未満

３人 5,736,000円未満 6,962,000円未満

４人 6,116,000円未満 7,175,000円未満

５人以上 以下　380,000円ずつ加算 以下　213,000円ずつ加算

※所得の計算方法（課税台帳に基づき計算します。）
　所得＝年間収入金額－必要経費（給与所得控除額など）－諸控除
　　　　－８万円（社会保険料相当額として一律８万円とします。）

◆児童扶養手当、特別児童扶養手当に
　関する問い合わせ先はこちら
　　市伊奈庁舎児童福祉課
　　☎ 58 - 2111（内線1162）

児
童
扶
養
手
当
と
は

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

両
親
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
親
と

生
計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
の

母
、
ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、

児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
こ
の
手
当
は

申
請
し
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
る
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

「
児
童
」
を
監
護
（
保
護
者
と
し
て

生
活
の
面
倒
を
見
る
こ
と
）
し
て
い

る
母
、
ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方（
養
育
者
）

で
す
。「
児
童
」
と
は
、
18
歳
に
達
す

る
日
以
降
、
最
初
の
3
月
31
日
ま
で

に
あ
る
児
童
を
い
い
ま
す
。た
だ
し
、

心
身
に
お
お
む
ね
中
度
以
上
の
障
害

（
特
別
児
童
扶
養
手
当
2
級
と
同
じ

程
度
以
上
の
障
害
）が
あ
る
場
合
は
、

20
歳
未
満
ま
で
に
な
り
ま
す
。な
お
、

受
給
者
・
児
童
と
も
に
国
籍
は
問
い

ま
せ
ん
。

⑴
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

⑵
父
が
死
亡
し
た
児
童

⑶
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

　

児
童

⑷
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑸
父
か
ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

　

る
児
童

⑹
父
が
1
年
以
上
刑
務
所
な
ど
に
拘

　

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑺
母
が
婚
姻
せ
ず
に
生
ま
れ
た
児
童

⑻
母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
当
時
の
事

　

情
が
不
明
で
あ
る
児
童

■
児
童
扶
養
手
当
の
額
（
平
成
18
年

　

4
月
〜
）

　

児
童
扶
養
手
当
の
金
額
は
、
受
給

資
格
者
の
方
本
人
と
、
受
給
資
格
者

と
同
居
し
て
い
る
扶
養
義
務
者
（
親

族
の
方
）
の
所
得
金
額
に
応
じ
て
、

手
当
の
全
部
が
支
給
さ
れ
る
場
合
と

手
当
の
一
部
の
み
が
支
給
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
支
給
対
象
児
童
１
人
の
場
合

・
全
部
支
給

　

⇩
月
額
4
万
1
千
７
２
０
円

・
一
部
支
給

　

⇩
月
額
4
万
1
千
７
１
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

9
千
８
５
０
円

　
（
所
得
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
）

○
支
給
対
象
児
童
２
人
以
上
の
場
合

　

全
部
支
給
・
一
部
支
給
と
も
そ
れ

ぞ
れ
右
の
金
額
に
、
第
２
子
に
つ
い

て
は
5
千
円
、
第
３
子
以
降
は
１
人

に
つ
き
3
千
円
を
加
算
し
た
金
額
に

な
り
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
の
支
払
日

　

手
当
は
認
定
請
求
し
た
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
、
年

3
回
、
支
払
月
の
前
月
分
ま
で
の
手

当
が
支
払
わ
れ
ま
す
。（
支
払
日
が

土
・
日
・
祝
日
な
ど
に
当
た
る
と
き

は
、こ
れ
ら
の
日
の
前
日
と
し
ま
す
。）

○
支
払
日

・
4
月
11
日
…
12
月
分
か
ら
3
月
分

・
8
月
11
日
…
4
月
分
か
ら
7
月
分

・
12
月
11
日
…
8
月
分
か
ら
11
月
分

■
所
得
制
限
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
受
給
資
格
者
本

人
、
配
偶
者
及
び
同
居
（
世
帯
分
離

し
て
い
る
場
合
も
含
む
）
の
扶
養
義

務
者
（
父
母
、
子
、
祖
父
母
、
兄
弟

な
ど
）
の
前
年
の
所
得
に
よ
り
、
そ

の
年
の
8
月
分
か
ら
翌
年
の
7
月
分

ま
で
の
一
年
分
の
手
当
額
が
決
ま
り

ま
す
。

☆
平
成
18
年
度
の
児
童
扶
養
手
当
現

　

況
届
は
お
済
み
で
す
か

○
毎
年
8
月

　

⇩
現
況
届
（
そ
の
年
の
8
月
か
ら

翌
年
の
7
月
ま
で
の
手
当
を
受
け
る

資
格
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
で

す
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
8

月
以
降
の
手
当
が
差
止
め
に
な
り
、

２
年
以
上
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は

受
給
資
格
が
喪
失
し
ま
す
。
今
年
度

の
現
況
届
が
未
提
出
の
方
は
、
至

急
提
出
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。）

－ 所得制限限度額表（平成17年分所得）－

扶養
人数

＜受給資格者本人＞ ＜扶養義務者＞

全部支給所得制限額 一部支給所得制限額 所得制限額

０人 190,000円未満 1,920,000円未満 2,360,000円未満

１人 570,000円未満 2,300,000円未満 2,740,000円未満

２人 950,000円未満 2,680,000円未満 3,120,000円未満

３人 1,330,000円未満 3,060,000円未満 3,500,000円未満

４人 1,710,000円未満 3,440,000円未満 3,880,000円未満

５人 2,090,000円未満 3,820,000円未満 4,260,000円未満

※所得の計算方法（課税台帳に基づき計算します。）
　所得＝年間収入金額－必要経費（給与所得控除額など）
　　　　＋養育費の８割相当額－諸控除
　　　　－８万円（社会保険料相当額として一律８万円とします）



子宮がん・乳がん検診のお知らせ
　子宮頸

けい

がんは、検診の普及により全体での死亡率は減少しましたが、20歳代の若い年齢層の死亡率は増加しています。子
宮がんは、早期発見・早期治療で治せる病気です。自分のライフスタイルに合わせて検診を受け、安心した生活を送りましょう。
　乳がんは、近年日本人女性の間で急増しており、女性の死亡率の第１位となっています。40歳代～50歳代が好発年齢ですが、
30歳を過ぎたころから急増するため、30歳以上の方は年に１回は検診を受けましょう。また、月に１回は自己検診で早期発
見に努めましょう。

◇集団検診
実　施　日 会　　場 申込期間 定　　員

10月21日㈯ 伊奈保健センター 10月２日㈪～６日㈮

子宮がん検診：100人
超音波：50人
マンモグラフィ：50人
※定員になり次第締め切ります。

　●受付時間　午後０時～２時30分（※申し込み状況に応じて、割り振らせていただきます。）

★申込受付専用電話（集団検診のみ）
　☎ 2

にっ

5
こり

 - 2
つ

9
く

8
ば

3
みらい

　午前９時～午後５時（土日を除く）　※谷和原保健福祉センター、伊奈保健センター窓口でも受け付けます。

◇医療機関検診
　登録医療機関で子宮がん・乳がん検診を受けられる受診券を発行いたします。
　●発行期間　平成19年２月末日まで（土・日・祝日を除く）　午前８時30分～午後５時15分
　●有効期間　発行日より平成19年２月末日まで
　●申込方法　登録医療機関に予約後、谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口へお越しください。
　　　　　　　　※登録医療機関については、健康増進課へお問い合わせください。

＜検診内容・負担額＞

子宮がん検診年齢区分　※1 検　診　項　目
負　　担　　額

集 団 検 診 医療機関検診
20歳以上 頸部細胞診 600円 1,200円

乳がん検診年齢区分　　※1 　　　　　   検　診　項　目　　   　※２
負　　担　　額

集 団 検 診 医療機関検診
20歳～ 39歳の方 超音波 600円 1,200円
40歳～ 49歳の方 超音波＋マンモグラフィ（２方向）　※３ 1,200円

（超音波のみは600円）
2,400円

（超音波のみは1,200円）50歳～ 56歳の方 超音波＋マンモグラフィ（１方向）　※３
57歳以上の方 　　　　マンモグラフィ（１方向）　※３ 600円 1,200円

※１　年齢は、平成19年３月31日時点での年齢となります。
※２　医療機関検診では、視触診も実施します。
※３　マンモグラフィ（乳房エックス線検査）は、被ばく量を考慮し２年に１回の検診となります。

◆問い合わせ先
　市健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

健
康
増
進
課
か
ら
の

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

〜
健
康
な
か
ら
だ
は
、

食
事
か
ら
〜

●
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

市
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ

る
「
第
３
回
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、『
脂
肪
を
た

め
な
い
食
事
』
で
す
。

　

野
菜
が
た
っ
ぷ
り
と
れ
る
う

れ
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
24
日
㈫　

午
前

　

10
時
〜
午
後
1
時

▼
会
場
＝
伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
メ
ニ
ュ
ー

・
彩
り
温
野
菜

・
ま
ぐ
ろ
の
変
わ
り
焼
き

・
ス
ー
プ

・
小
松
菜
の
蒸
し
パ
ン

▼
費
用
＝
1
人
２
０
０
円

▼
定
員
＝
20
人
（
申
し
込
み
多

　

数
の
場
合
は
、
抽
選
）

▼
申
込
期
限
＝
10
月
10
日
㈫

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保

　

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
25
‐
２
１
０
０

成人歯科検診のお知らせ
～歯周疾患や虫歯など口腔の病気の検査をします～
　永久歯は親知らずまで入れて32本。しかし、年齢がたつにつれ「虫歯」や「歯周病」により徐々に失われていきます。
　歯および口の中の健康を保つことは、食事や会話を楽しむなど豊かな人生を送る基礎となるものです。できるだけ早期の
予防を行い、歯を失わないようにすることが大切です。
　年に１回は歯科検診や歯口清掃指導を受け、ご自分の歯をチェックしてみましょう！

＜検診日程＞
●地区に関わらず、どちらの会場でも受診ができます。

実　施　日 会　　場 申込期間 健診当日受付時間 定　　員

10月16日㈪ 谷和原保健福祉センター

10月４日㈬～ 13日㈮

①午後１時30分～２時
②午後２時～２時30分
③午後２時30分～３時
④午後３時～３時30分
⑤午後３時30分～４時

各日20人

※定員になり次第
　締め切ります。

10月17日㈫

伊奈保健センター

10月18日㈬

　●対 象 者　市に住所を有する18歳以上の方
　●健診内容　１．問診
　　　　　　　２．サリバスターテスト
　　　　　　　３．歯科検診
　　　　　　　４．ブラッシング指導
　●負 担 額　500円

★申込受付専用電話
　☎ 2

にっ

5
こり

 - 2
つ

9
く

8
ば

3
みらい

　午前９時～午後５時（土日を除く）
　※谷和原保健福祉センター、伊奈保健センター窓口でも受け付けます。

●
献
血
の
お
知
ら
せ

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
10
日
㈫　

午
後

　

1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
＝
市
役
所
谷
和
原
庁
舎

●
妊
産
婦
の
た
め
の
マ
タ
ニ
テ
ィ

　

マ
ー
ク
が
で
き
ま
し
た

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
と
は
？　

　

周
囲
が
妊
産
婦
へ
の
配
慮

を
示
し
や
す
く
し
た
り
交
通
機

関
、
職
場
、
飲
食
店
、
そ
の
他

の
公
共
機
関
な
ど
で
妊
産
婦
に

優
し
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
hlw

.go.jp/
houdou/2006/03/h0301-1.htm

l



※
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
次
ペ
ー
ジ

　

に
続
き
ま
す
。

問

問

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

申
問

申
問

申
問

◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）

つ
く
ば
み
ら
い
市
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

▼
期
日
＝
10
月
22
日
㈰　

午
前
8
時

　

30
分
受
付
・
9
時
開
会
式

▼
会
場
＝
総
合
運
動
公
園
体
育
館

▼
種
目
＝
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
（
1
部
〜
3
部
）

※
ク
ラ
ス

○
1
部
＝
高
校
生
以
上
お
よ
び
上
級
、

　

中
級
者

○
2
部
＝
中
学
３
年
生
以
上
お
よ
び

　

中
級
の
下
級
者

○
3
部
＝
中
学
２
年
生
以
下
お
よ
び

　

初
級
者　
　
　
　
　
　
　

▼
参
加
資
格
＝
市
在
住
、
在
勤
、
在

　

学
者
お
よ
び
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン

　

ト
ン
部
員
と
の
ペ
ア　

▼
参
加
費

○
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
お

　

よ
び
中
学
生
＝
７
０
０
円

○
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

　

＝
８
０
０
円　
　
　
　
　

○
一
般
＝
１
１
０
０
円

※
当
日
、
不
参
加
者
分
も
参
加
費
を

　

徴
収
し
ま
す
の
で
、
代
替
者
を
必

　

ず
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
10
月
19
日
㈭　

午
後

　

4
時

　
　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
総
合

中
国
語
ニ
イ
ハ
オ
ク
ラ
ブ

昼
間
講
座
を
開
講

　

中
国
語
ニ
イ
ハ
オ
ク
ラ
ブ
で
は
、

9
月
か
ら
中
国
語
昼
間
講
座
を
開
講

し
ま
す
。中
国
語
に
興
味
の
あ
る
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日　

　

午
後
1
時
〜
3
時（
祝
日
は
休
講
）

▼
会
場
＝
伊
奈
公
民
館

　

  

中
国
語
ニ
イ
ハ
オ
ク
ラ
ブ

　

代
表　

八
巻

☎
58
‐
７
８
７
２

第
20
回
間
宮
林
蔵
奉
納

祭
の
お
知
ら
せ

お
一
人
で
も
多
く
就
業
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
現
在
未
就
業
お
よ
び
定
年

退
職
予
定
の
看
護
職
の
方
、
将
来
就

職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ナ
ー
ス
バ

ン
ク
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
就

職
相
談
お
よ
び
職
業
紹
介
も
行
っ
て

い
ま
す
。な
お
、
登
録
い
た
だ
く
と
、

年
4
回
求
人
情
報
を
送
付
し
ま
す
。

　
　
　

㈳
茨
城
県
看
護
協
会
・
茨
城

　

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
８
５
７
２

　

さ
い
。

　

  

市
谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
８
２
１
２
、８
２
１
３
）

つ
く
ば
み
ら
い
市

成
人
式
典

▼
日
時
＝
平
成
19
年
1
月
7
日
㈰　

　

午
後
1
時
30
分
〜
（
※
受
付
午
後

　

1
時
〜
）

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の

　

丘
世
代
ふ
れ
あ
い
の
館

▼
対
象
者
＝
昭
和
61
年
4
月
2
日
〜

　

昭
和
62
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
市

　

内
在
住
の
方

　

思
い
出
に
残
る
式
典
に
し
よ
う

と
、
実
行
委
員
が
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
成
人
さ
れ
る
み
な
さ
ん
、
み
ん

な
で
新
し
い
門
出
を
祝
い
ま
し
ょ

う
。

　

対
象
者
に
は
、
12
月
上
旬
に
案
内

状
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

※
学
生
な
ど
、
住
民
票
を
市
外
に
異

　

動
し
て
い
る
方
で
、
市
の
成
人
式

　

参
加
希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

市
文
化
協
会
生
活
文
化
部

体
験
教
室

　

市
文
化
協
会
生
活
文
化
部
で
は
、

小
学
生
以
上
の
市
民
を
対
象
に
体
験

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
15
日
㈰　

午
前
10
時

　

〜
午
後
1
時
（
午
前
9
時
30
分
受

　

付
）

▼
会
場
＝
谷
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上

▼
申
込
締
切
＝
10
月
8
日
㈰

●
自
然
観
察
教
室

▼
内
容
＝
動
植
物
な
ど
の
観
察
（
谷

　

井
田
コ
ミ
セ
ン
〜
結
城
三
百
石
）

▼
定
員
＝
20
人

▼
持
参
品
＝
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
お

　

運
動
公
園
内
）

☎
58
‐
４
０
０
５

　

弁
当
、
筆
記
用
具
、
帽
子
（
長
袖

　

シ
ャ
ツ
を
着
用
く
だ
さ
い
）

●
料
理
体
験
教
室

▼
内
容
＝
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
ス
パ
ゲ

　

テ
ィ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
千
切
り
サ

　

ラ
ダ
、
ア
ン
ズ
と
ク
コ
の
実
の
デ

　

ザ
ー
ト
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

▼
定
員
＝
16
人

▼
持
参
品
＝
エ
プ
ロ
ン
、筆
記
用
具
、

　

タ
ッ
パ
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
2
枚

▼
材
料
費
＝
４
０
０
円

・
自
然
観
察
教
室
…
石
川
信
行

　

☎
58
‐
０
３
７
２

・
料
理
体
験
教
室
…
長
塚
世
津
子

　

☎
58
‐
４
７
４
６

問

▼
日
時
＝
10
月
14
日
㈯
（
雨
天
の
場

　

合
は
15
日
㈰
に
順
延
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
内
容
＝
秋
の
歴
史
散
歩
（
―
間
宮

　

林
蔵
を
訪
ね
て　

歩
こ
〜
会
―
）、

　

林
蔵
太
鼓
の
奉
納

▼
場
所

・
歩
こ
〜
会
＝
岡
堰
〜
間
宮
林
蔵
記

　

念
館
〜
専
称
寺
周
辺

・
奉
納
祭
＝
専
称
寺
境
内

  　

林
蔵
太
鼓
保
存
会　

石
田

☎
58
‐
８
０
２
８

申
問

募

集

し

ま

す

募

集

し

ま

す

情
報

お知らせらせ
Information－ －

問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

問
申

申
問

申
問

い
ば
ら
き
１
０
０
名
橋

募
集

▼
募
集
す
る
橋
＝
建
造
物
と
し
て
技

　

術
的
に
優
れ
て
い
る
橋
、景
観（
姿

　

や
形
）
が
美
し
い
橋
、
古
い
歴
史

　

や
伝
承
を
持
つ
橋
、
住
民
の
暮
ら

　

し
に
か
か
わ
り
の
深
い
橋
、
産
業

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習

通
信
講
座
受
講
者
募
集

　

趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
・
資
格
ま

で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
（
約
２
０
０

コ
ー
ス
）
の
講
座
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
通
信
講
座
な
の
で
マ
イ
ペ
ー

市
の
臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す

　

市
で
は
次
の
職
種
の
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
人
事
課

▼
募
集
職
種
＝
事
務
職
員
（
パ
ソ
コ

　

ン
の
で
き
る
方
）

▼
勤
務
内
容
＝
一
般
事
務

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
5

　

時
▼
受
験
資
格
＝
昭
和
59
年
4
月
2
日

　

〜
昭
和
41
年
4
月
1
日

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
18
年
11
月
1
日

　

〜
平
成
19
年
3
月
31
日
ま
で

▼
時
給
＝
８
４
０
円（
通
勤
手
当
有
）

▼
申
込
期
間
＝
10
月
2
日
㈪
〜
13
日

　

㈮　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
面
接
試
験
＝
申
込
受
付
終
了
後
、

　

後
日
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　

市
伊
奈
庁
舎
人
事
課

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
１
２
２
０
〜
１
２
２
２
）

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
登
録

を
お
願
い
し
ま
す

　

近
年
、
医
療
の
進
歩
や
高
齢
社
会

の
到
来
に
よ
り
、
看
護
の
重
要
性
が

増
大
し
て
お
り
、
病
院
や
訪
問
看
護

な
ど
に
従
事
す
る
保
健
師
、看
護
師
、

准
看
護
師
の
需
要
が
急
激
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
潜
在
看
護
職
員
の
方
に

ホ
タ
ル
の
幼
虫
を

育
て
て
み
ま
せ
ん
か

　

伊
奈
ホ
タ
ル
を
守
る
会
で
は
、
来

年
の
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
に
向
け
て
た
く

さ
ん
の
幼
虫
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
里
親
と
し
て
幼
虫
を
飼
育

し
て
く
れ
る
人
、
ホ
タ
ル
の
住
め
る

環
境
づ
く
り
に
労
力
を
提
供
し
て
く

れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
虫
の
好
き

な
人
、
研
究
・
観
察
の
好
き
な
人
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
来
年
の
夏
、

感
動
を
共
に
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
　

水
登　

☎
58
‐
３
６
７
１

　

の
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
橋
な
ど

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
、
封
書
、
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
推
薦

　

す
る
橋
の
名
前
・
所
在
地
・
推
薦

　

理
由
、
推
薦
者
の
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業

　

を
記
入
）

▼
応
募
資
格
＝
県
内
在
住
者
ま
た
は

　

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

▼
応
募
締
切
＝
10
月
15
日
㈰

　
　
　

い
ば
ら
き
１
０
０
名
橋
事
務

　

局
（
茨
城
新
聞
社
内
）

〒
３
１
０
‐
８
６
８
６

　

水
戸
市
北
見
町
２
‐
15

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
３
１
５
８

℻  
　

０
２
９
‐
２
２
１
‐
３
１
2
６

http://w
w
w
.ibaraki-np.co.jp

自
動
車
整
備
科

推
薦
入
学
者
募
集

▼
募
集
定
員
＝
10
人

▼
訓
練
期
間
＝
2
年

▼
訓
練
内
容
＝
2
級
自
動
車
整
備
士

　

の
試
験
合
格
を
目
標
に
、
エ
ン
ジ

　

ン
・
シ
ャ
シ
の
分
解
整
備
、
故
障

　

診
断
・
点
検
・
検
査
な
ど
専
門
的

　

な
知
識
技
能
を
学
び
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
平
成
19
年
3
月
に
高

　

等
学
校
卒
業
見
込
み
の
方

▼
受
付
期
間
＝
10
月
2
日
㈪
〜
13
日

　

㈮
▼
提
出
書
類
＝
入
学
願
書
、推
薦
書
、

　

調
査
書

▼
試
験
日
＝
10
月
20
日
㈮

▼
選
考
内
容
＝
推
薦
書
、
調
査
書
お

　

よ
び
面
接
、
小
テ
ス
ト
（
数
学
）

▼
試
験
場
所
＝
県
立
古
河
産
業
技
術

　

専
門
学
院

　
　
　

県
立
古
河
産
業
技
術
専
門
学

　

院
☎
０
２
８
０
‐
76
‐
０
０
４
９

土
浦
産
業
技
術
専
門

学
院
学
院
生
募
集

▼
募
集
訓
練
科
＝
機
械
技
術
科
、
自

　

動
車
整
備
科
、
情
報
技
術
科
、
コ

　

ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科

▼
定
員
＝
各
科
と
も
20
人

▼
訓
練
期
間
＝
2
年

▼
応
募
資
格
＝
高
卒
者
（
卒
業
見
込

　

み
を
含
む
）
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

　

以
上
の
学
力
の
あ
る
方

▼
受
付
期
間
＝
10
月
30
日
㈪
〜
11
月

　

10
日
㈮

▼
試
験
日
＝
11
月
17
日
㈮

▼
試
験
内
容
＝
現
代
文
、
数
学
Ⅰ
、

　

面
接

　
　
　

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学

　

院
☎
０
２
９
‐
８
４
１
‐
３
５
５
１

ス
で
学
べ
る
の
が
魅
力
で
す
。
ま
ず

は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

▼
受
講
期
間
＝
３
か
月
〜
１
年
（
講

　

座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

▼
受
講
申
込
＝
随
時

　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

☎
０
１
２
０
‐
06
‐
８
８
８
１

申
問

申
問



※
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
次
ペ
ー
ジ

　

に
続
き
ま
す
。

問

問

問

問

◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）

あ
な
た
の
事
業
所
も

対
象
で
す
！

　

10
月
1
日
、
平
成
18
年
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
全

国
す
べ
て
の
事
業
所
や
企
業
が
調
査

対
象
で
す
。
調
査
員
が
調
査
票
を
お

届
け
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
。
調
査
員
は
「
調
査
員
証
」

を
必
ず
携
帯
し
て
い
ま
す
。

　

  

市
伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
２
４
１
）

平
成
18
年
社
会
生
活

基
本
調
査
の
お
願
い

（
使
用
済
農
ポ
リ
）
に
つ
い
て
は
、

　

平
成
19
年
１
、２
月
に
収
集
を
予

　

定
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
各
種
申
請

受
付
期
間

　

10
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
10
月
10
日
㈫
〜
13
日

　

㈮

  　

市
谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

　

務
局

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

　

10
月
20
日
、
谷
井
田
地
区
の
一
部

を
対
象
に
、
社
会
生
活
基
本
調
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
一
日

の
生
活
時
間
の
使
い
方
や
日
常
の
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
の
状
況
を
調
査
し
、

「
よ
り
よ
い
暮
ら
し
と
社
会
」
の
た

め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

  

県
企
画
部
統
計
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
６
４
９

集
会
施
設
整
備
補
助
金

制
度
創
設

　

市
内
の
各
地
区
・
集
落
で
使
用
・

管
理
す
る
集
会
施
設
（
集
会
所
・
公

民
館
な
ど
）
を
整
備
す
る
行
政
区
に

対
し
て
、
市
の
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
、
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、
建

築
面
積
が
30
㎡
以
上
２
０
０
㎡
以
下

の
集
会
施
設
の
本
体
工
事
に
要
す
る

経
費
に
限
り
ま
す
（
土
地
購
入
、
備

品
購
入
、
外
構
工
事
は
対
象
外
）。

　

補
助
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
罹
災

復
旧
を
除
き
１
施
設
１
回
限
り
と
な

り
ま
す
。

　

集
会
施
設
を
整
備
す
る
予
定
の
あ

る
行
政
区
で
、
補
助
金
を
受
け
た
い

＜市の補助率＞
種　別 補　助　率

新 築 ・
建 て 替 え

３分の１
（上限10万円／㎡当たり）

補 修
４分の１

（上限50万円）
下水道などへ
の接続工事

３分の１
（上限50万円）

罹 災 復 旧 ２分の１

希
望
が
あ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

行
政
協
力
員
（
区
長
）
さ
ん
を
通
し

て
市
総
務
課
庶
務
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

  　

市
伊
奈
庁
舎
総
務
課

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
１
２
１
１
、１
２
１
３
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の

公
表
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
12
年
4
月
に
介
護
保
険
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
6
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
現
在
、
県
内
に
は
在

宅
・
施
設
あ
わ
せ
て
約
４
千
５
０
０

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
事
業

所
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

今
年
4
月
か
ら
、
新
た
に
始
ま
っ

た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」

は
、
利
用
者
が
事
業
所
を
選
択
す
る

際
に
必
要
な
情
報
を
入
手
す
る
制
度

で
あ
り
、
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

公
表
さ
れ
る
情
報
は
、
例
え
ば
、

「
職
員
体
制
」「
利
用
料
金
」
な
ど

の
基
本
的
な
事
実
情
報
と
、「
介
護
計

画
作
成
に
本
人
・
家
族
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
い
る
か
」「
身
体
的
拘
束

な
ど
の
排
除
の
た
め
の
取
り
組
み
に

関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
か
」
な

ど
の
情
報
で
す
。
基
本
的
な
事
実
情

報
を
除
い
て
は
、
県
が
指
定
し
た
情

報
公
表
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
事
業
所
な
ど
で
入
手
で
き
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た

り
、
利
用
者
を
は
じ
め
、
ご
家
族
や

介
護
計
画
を
作
成
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
も
こ
の
制
度
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
、
よ
り
利
用
者
に
あ
っ
た

事
業
所
・
施
設
の
選
択
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

  

茨
城
県
指
定
情
報
公
表
セ
ン　

　

タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
４
１
‐
６
９
３
９

http://park7.w
akw
ak.com

/ ~iba-
sinkokai/publication/index.htm

▼
受
付
期
間
＝
9
月
25
日
㈪
〜
10
月

　

6
日
㈮

▼
対
象
職
種
＝
建
築
大
工
、
配
管
、

　

機
械
保
全
、
機
械
製
図
Ｃ
Ａ
Ｄ

▼
受
験
手
数
料

・
実
技
＝
１
万
５
千
７
０
０
円

・
学
科
＝
３
千
１
０
０
円

　
　
　

茨
城
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
６
４
７

http://w
w
w
.ib-syokkyo.com

平
成
18
年
度
後
期

技
能
検
定
受
験
申
請

申
問

問

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

情
報

お知らせらせ
Information－ －

問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

申
問

全
国
高
等
学
校
ア
ー
ム

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

▼
日
時
＝
11
月
12
日
㈰　

午
前
8
時

　

30
分
〜

▼
会
場
＝
笠
間
市
立
友
部
中
学
校
体

　

育
館（
笠
間
市
中
央
４
‐
１
‐
１
）

▼
出
場
資
格
＝
日
本
の
高
等
学
校
に

　

在
学
中
で
、
20
歳
以
下
の
生
徒

▼
競
技
ク
ラ
ス
＝
個
人
の
部
、
団
体

　

の
部
（
男
女
と
も
）
※
体
重
別

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
出
場
申
込
書

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
護
者

演
劇
に
よ
る
青
少
年
の

主
張　

演
劇
公
演

　

県
南
地
域
か
ら
選
考
さ
れ
た
霞
ヶ

浦
高
校
、
土
浦
第
一
高
校
、
土
浦
第

三
高
校
、
竹
園
高
校
、
取
手
松
陽
高

校
の
5
校
の
生
徒
た
ち
が
、
演
劇
を

通
し
て
青
少
年
の
気
持
ち
を
発
表
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

▼
日
時
＝
10
月
8
日
㈰　

午
前
8
時

　

50
分
〜
午
後
5
時

▼
場
所
＝
土
浦
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
申
込
方
法
＝
当
日
で
も
自
由
に
参

　

加
で
き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
事
前

　

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

県
南
地
方
総
合
事
務
所
県
民

　

生
活
課

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
７
０
２
６

　

の
署
名
・
承
諾
印
を
押
印
の
う
え
、

　

参
加
料
を
添
え
て
現
金
書
留
で
申

　

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
＝
10
月
13
日
㈮

▼
参
加
料

・
個
人
の
部
＝
１
０
０
０
円

・
団
体
の
部
＝
1
人
１
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

　
　
　

全
国
高
等
学
校
ア
ー
ム
レ
ス

　

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
事
務
局
（
笠

　

間
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

〒
３
０
９
‐
１
６
３
１

　

笠
間
市
箱
田
８
６
７
‐
1

☎
０
２
９
６
‐
72
‐
９
３
３
０

こ
れ
か
ら
の
雇
用
管
理

を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時
＝
10
月
16
日
㈪　

午
後
1
時

　

30
分
〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
三
の
丸
ホ
テ
ル
（
水
戸
市

　

三
の
丸
２
‐
１
‐
１
）

▼
内
容
＝
仕
事
と
家
庭
両
立
推
進
セ

　

ミ
ナ
ー
、
改
正
均
等
法
説
明
会

▼
申
込
締
切
＝
10
月
10
日
㈫

▼
定
員
＝
１
０
０
人
（
定
員
に
な
り

　

次
第
締
め
切
り
）

　
　
　

茨
城
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
８
８

第
６
回
エ
コ・
料
理
教
室

の
ご
案
内

　

大
好
き
い
ば
ら
き
つ
く
ば
み
ら
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
等
連
絡
協
議
会
・

ネ
ッ
ト
伊
奈
で
は
、「
生
ご
み
減
量
」

を
目
標
に
、
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
29
日
㈰　

午
前
10
時

　

〜
午
後
1
時

▼
会
場
＝
谷
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー
調
理
室

▼
募
集
人
数
＝
25
人
（
小
・
中
学
生

　

も
可
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

Ｔ
Ｘ
沿
線
ウ
ォ
ー
ク
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

▼
期
日
＝
10
月
21
日
㈯　

雨
天
決
行

▼
集
合
場
所
お
よ
び
集
合
時
間

・
Ａ
コ
ー
ス
（
22
㎞
）
＝
研
究
学
園

　

駅
に
午
前
8
時
30
分
集
合

・
Ｂ
コ
ー
ス
（
13
㎞
）
＝
み
ど
り
の

　

駅
に
午
前
9
時
30
分
集
合

▼
対
象
＝
50
歳
以
上
80
歳
未
満
の
方

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円（
当
日
徴
収
）

▼
持
ち
物
＝
昼
食
、
飲
み
物
、
帽
子
、

　

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
雨
具　

な
ど

▼
申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き（
住
所
、

　

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
コ
ー

　

ス
名
を
記
入
）

※
1
枚
の
は
が
き
で
3
人
ま
で

▼
申
込
締
切
＝
10
月
14
日
㈯

　
　
　

県
南
地
域
高
齢
者
は
つ
ら
つ

　

百
人
委
員
会　

山
元

〒
３
０
０
‐
１
２
３
７

　

牛
久
市
田
宮
２
‐
24
‐
20

☎
０
２
９
‐
８
７
４
‐
７
１
９
５

▼
会
費
＝
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

　
　
　

う
ら
べ　

☎
58
‐
７
１
６
８

農
業
用
使
用
済
塩
化

ビ
ニ
ー
ル
の
収
集

　

農
業
用
使
用
済
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を

安
全
か
つ
適
正
に
処
理
す
る
た
め
、

県
・
市
・
農
業
団
体
お
よ
び
排
出
農

家
が
一
体
と
な
っ
て
経
費
を
負
担

し
、
農
業
用
使
用
済
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

の
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

▼
収
集
対
象
物
＝
農
業
用
ポ
リ
塩
化

　

ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
（
農
ビ
）

※
農
ビ
に
は
、
統
一
マ
ー
ク  

農
ビ

　

を
ブ
ル
ー
系
で
プ
リ
ン
ト
し
て
あ 

　

り
ま
す
。

※
金
属
な
ど
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ

　

い
。

▼
収
集
日
お
よ
び
収
集
場
所

・
10
月
17
日
㈫　

茨
城
み
な
み
農
協

　

低
温
倉
庫

・
11
月
15
日
㈬　

茨
城
み
な
み
農
協

　

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

▼
農
家
負
担
金
（
１
戸
当
た
り
）

・
登
録
料
＝
１
千
円

・
処
理
料
＝
１
千
円
（
１
ｔ
未
満
）

▼
申
込
期
限
＝
10
月
13
日
㈮

　
　
　

市
谷
和
原
庁
舎
農
政
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
１
５
３
）

※
申
し
込
み
の
際
は
、
印
鑑
と
負
担

　

金
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
農
業
用
使
用
済
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問



図書館休館日
・毎週月曜日
・資料整理日（31日）
・体育の日振り替え
　（10日）
おはなし会
　10月28日㈯
　午前11時～
　幼児～小学校低学年
読み聞かせ会（虹の会）
　10月14日㈯
　午後２時～
　小学生まで
開館時間
　午前10時～午後６時
図書館への問い合わせ
　☎ 58 - 3710

図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp らいぶらりあんスピーフィ

講 演
　10月18日㈬～ 22日㈰

　　　　24時間ＴＶドラマ『ユウキ』の原作者

　　　　岸川　悦子さん
　『えっちゃんの戦争』でデビューし、『わたし、五等になりたい！』で、産経児童出版文
化賞を受賞。『金色のクジラ』『ごりら先生』など著書多数。『えっちゃんの戦争』『わたし、
五等になりたい！』などの作品は、アニメ化もされています。
※上記の本は、図書館で貸し出しをしています。

●日　　時：10月22日㈰
　　　　　　午後２時～３時30分
●場　　所：図書館２階視聴覚室
●対　　象：中学生以上
●定　　員：60人
●申込期限：10月12日㈭まで

◆申し込み・問い合わせ先
　　市立図書館　☎ 58 - 3710

 ＜催し物＞
■市内小学生読書感想画作品展
　子どもたちの感性が光ります！

■古雑誌市
　掘り出し物を見つけてください。

■読み聞かせ会
　虹の会のお話を聞きませんか。　　　　など

☆★お知らせ★☆
ビデオ、ＣＤは、返却ポストが利用できます。
　ビデオ、ＣＤの袋を使用すれば、返却ポスト
を利用できるようになりました。カウンターで
ビデオ、ＣＤをお貸しするときに、必要な方に
お渡ししています。
※袋の数に限りがありますので、お渡しできな
い場合もあります。

岸川　悦子　著

情
報

お知らせらせ
Information－ －

問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

あ
な
た
の
声
を
行
政
に

お
届
け
し
ま
す

　

秋
の
行
政
相
談
週
間
（
10
月
16
日

〜
22
日
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
例
え
ば

「
わ
か
り
づ
ら
い
道
路
標
識
を
改
善

し
て
ほ
し
い
」「
郵
便
ポ
ス
ト
を
設

置
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
困
っ
て
い

る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
と
き
は
、
行
政

相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆
様

の
声
を
行
政
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
は
、
今
川
和
宏
さ

ん
が
行
政
相
談
員
と
し
て
活
動
し
て

お
り
、
自
宅
（
筒
戸
）
で
常
時
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
は
、
無
料
・
秘
密
厳
守
で

す
。

●
行
政
相
談
員
電
話
番
号

☎
52
‐
２
５
２
５

  　

市
伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課

☎
52
‐
２
１
１
１（
内
線
１
２
０
２
）

問 も
め
ご
と
調
停
相
談
会

の
お
知
ら
せ

▼
日
時
＝
10
月
14
日
㈯　

午
前
10
時

　

〜
午
後
3
時

▼
場
所
＝
取
手
市
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
取
手
市
寺
田
５
１
４
４
‐
３
）

▼
相
談
内
容
＝
金
銭
問
題
、
土
地
建

　

物
関
係
、
相
続
・
家
庭
・
夫
婦
間

　

な
ど
の
紛
争
解
決
方
法
に
つ
い
て

▼
申
し
込
み
＝
先
着
順
で
現
地
受
け

　

付
け
（
予
約
不
要
）

▼
相
談
員
＝
取
手
市
調
停
協
会
の
調

　

停
委
員

▼
相
談
料
＝
無
料

  　

取
手
簡
易
裁
判
所

☎
０
２
９
７
‐
72
‐
０
１
５
６

　

あ
な
た
の
財
産
（
契
約
や
遺
言
）

を
守
る
た
め
に
「
公
証
役
場
」
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

公
証
役
場
で
は
、
法
務
大
臣
が
任

命
し
た
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
公
証

人
が
執
務
し
て
い
ま
す
。

問10
月
１
日
〜
７
日
は

公
証
週
間

　

公
証
役
場
は
、
会
社
の
定
款
、
私

文
書
の
認
証
、
確
定
日
付
の
付
与
、

任
意
貢
献
契
約
の
公
正
証
書
作
成
な

ど
の
事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

証
書
作
成
手
続
き
の
相
談
は
無
料

で
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

  

取
手
公
証
役
場

☎
０
２
９
７
‐
74
‐
２
５
６
９

問行
政
書
士
会
無
料
相
談

会
の
お
知
ら
せ

▼
日
時
＝
10
月
15
日
㈰　

午
後
1
時

　

〜
4
時

▼
会
場
＝
守
谷
市
役
所
小
会
議
室

▼
相
談
内
容
＝
相
続
・
遺
言
、
法
人

　

設
立
、営
業
許
可
に
関
す
る
こ
と
、

　

農
地
転
用
許
可
、
帰
化
・
永
住
・

　

在
留
資
格
変
更
、
交
通
事
故
、
権

　

利
義
務
・
事
実
証
明
に
関
す
る
こ

　

と
な
ど

　
  

茨
城
県
行
政
書
士
会

☎
０
２
９
‐
３
０
５
‐
３
７
３
１

水
戸
地
方
法
務
局
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

登
記
、
供
託
、
戸
籍
・
国
籍
、
人

権
擁
護
な
ど
法
務
局
の
取
り
扱
う
業

務
全
般
に
つ
い
て
、
法
務
局
職
員
お

よ
び
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

①
無
料
法
務
相
談

▼
日
時
＝
10
月
1
日
㈰　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▼
場
所
＝
龍
ヶ
崎
市
市
街
地
活
力
セ

　

ン
タ
ー
「
ま
い
ん
」（
龍
ヶ
崎
市

　

４
２
６
４
‐
１
）

▼
料
金
＝
無
料

②
電
話
相
談
時
間
の
延
長

▼
期
間
＝
10
月
2
日
㈪
〜
6
日
㈮

▼
延
長
時
間
＝
午
後
5
時
15
分
〜
6

　

時
●
延
長
時
間
相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
２
９
‐
２
２
７
‐
９
９
２
０

  　

水
戸
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
２
９
‐
２
２
７
‐
９
９
１
１

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

「
法
テ
ラ
ス
」

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め

の
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
ど
こ
で
も
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
全
国
に
50
か
所
以

上
の
事
務
所
を
置
き
、
10
月
か
ら
次

の
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

▼
業
務
内
容

○
情
報
提
供
＝
法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
解

　

決
に
役
立
つ
情
報
の
無
料
提
供

○
民
事
法
律
扶
助
＝
資
力
の
乏
し
い

　

方
の
た
め
の
無
料
相
談
や
裁
判
費

　

用
な
ど
の
立
て
替
え

○
司
法
過
疎
対
策
＝
弁
護
士
が
い
な

　

い
な
ど
法
律
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

　

こ
と
が
難
し
い
地
域
で
の
適
切
な

　

料
金
で
の
法
律
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

○
犯
罪
被
害
者
支
援
＝
被
害
者
支
援

　

に
詳
し
い
弁
護
士
や
支
援
団
体
な

　

ど
に
関
す
る
情
報
の
無
料
提
供

○
国
選
弁
護
士
関
連
業
務
＝
国
選
弁

　

護
人
を
確
保
し
、
捜
査
か
ら
裁
判

　

ま
で
一
貫
し
た
国
選
弁
護
体
制
の

　

整
備

　

  

法
テ
ラ
ス

☎
０
５
７
０
‐
０
７な

８や

３み

７な

４し

http://w
w
w
.houterasu.or.jp

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
無
料
相
談
会

▼
日
時
＝
10
月
3
日
㈫　

午
前
9
時

　

30
分
〜
正
午

▼
会
場
＝
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
土
浦
市
大
和
町
９
‐
１
、
ウ
ラ

　

ラ
ビ
ル
５
階
）

　

  

㈳
茨
城
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
２
９
‐
２
４
６
‐
１
２
２
２

問

問

問 問



水道漏水修理当番（10月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ
ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 日 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲片見設備工業 52 - 5804

２ 月 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 常陸管工 52 - 5579
３ 火 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷原建設㈱ 52 - 2298
４ 水 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 谷口設備工業 52 - 2619
５ 木 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常磐興業㈱ 52 - 2203
６ 金 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常総土木工業㈱ 52 - 5357
７ 土 ㈱秋田興業 58 - 7241 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
８ 日 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱豊島産業 52 - 3335
９ 月 中村建設㈱ 58 - 1717 ㈲福新設備工業 52 - 5011
10 火 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲川口商事 52 - 3286
11 水 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲片見設備工業 52 - 5804
12 木 成島建設㈱ 58 - 1131 常陸管工 52 - 5579
13 金 中村建設㈱ 58 - 1717 谷原建設㈱ 52 - 2298
14 土 ㈱山田組 58 - 2351 谷口設備工業 52 - 2619
15 日 成島建設㈱ 58 - 1131 常磐興業㈱ 52 - 2203
16 月 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 常総土木工業㈱ 52 - 5357
17 火 原信田建設㈱ 58 - 0018 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
18 水 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈱豊島産業 52 - 3335
19 木 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲福新設備工業 52 - 5011
20 金 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲川口商事 52 - 3286
21 土 ㈱秋田興業 58 - 7241 ㈲片見設備工業 52 - 5804
22 日 中村建設㈱ 58 - 1717 常陸管工 52 - 5579
23 月 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷原建設㈱ 52 - 2298
24 火 松本工業㈱ 58 - 2187 谷口設備工業 52 - 2619
25 水 成島建設㈱ 58 - 1131 常磐興業㈱ 52 - 2203
26 木 中村建設㈱ 58 - 1717 常総土木工業㈱ 52 - 5357
27 金 ㈱山田組 58 - 2351 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
28 土 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 ㈱豊島産業 52 - 3335
29 日 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲福新設備工業 52 - 5011
30 月 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲川口商事 52 - 3286
31 火 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈲片見設備工業 52 - 5804

ごみカレンダー（10月）
種類

地区 不燃ごみ 可燃ごみ 粗大ごみ 缶
ビ　ン

古紙・古布 有害ごみ
無　色 茶・その他

小張・豊 毎週月曜日
毎週火・金曜日

11日㈬ 19日㈭ ５日㈭ 12日㈭ 18日㈬ －

板 橋 毎週木曜日 18日㈬ 23日㈪ ２日㈪ 16日㈪ 11日㈬ －

谷 井 田 毎週火曜日
毎週月・木曜日

４日㈬ 20日㈮ ６日㈮ 13日㈮ 25日㈬ －

三島・東 毎週金曜日 25日㈬ 17日㈫ ３日㈫ 10日㈫ ４日㈬ －

小 絹 ２日㈪
10日㈫
16日㈪
23日㈪
30日㈪

毎週火・金曜日

11日㈬
毎週木曜日
※ただし第５
週を除く
５日㈭
12日㈭
19日㈭
26日㈭

５日㈭

19日㈭

12日㈭

26日㈭

毎週木曜日
※ただし第５
週を除く
５日㈭
12日㈭
19日㈭
26日㈭

18日㈬

※絹の台 25日㈬

谷 原 25日㈬ 18日㈬

十 和 18日㈬ 25日㈬

福 岡 ４日㈬ 25日㈬

☆９日㈷は、いずれの回収もありませんのでご注意ください！

10月の納税など
国 民 健 康 保 険 税　　　第 ５ 期
市 県 民 税　　　第 ３ 期
介 護 保 険 料　　　第 ４ 期
保 育 料　　　1 0 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　1 0 月 分
水道使用料（伊　奈）　　　1 0 月 分
水道使用料（谷和原）　　　福岡・谷原
下 水 道 使 用 料　　　谷原・小張
農集排（伊　奈）　　　1 0 月 分
コミプラ（伊　奈）　　　1 0 月 分
住 宅 使 用 料　　　1 0 月 分
地 代 （ 伊 奈 ）　　　1 0 月 分

☆納期限は10月31日㈫です。

毎週水曜日は窓口を延長
　毎週水曜日は、伊奈・谷和原両庁舎
で窓口業務を午後７時まで延長してい
ます。次の証明書の交付が受けられま
す。
●税務関係➡納税証明書、所得証明書、
　評価証明書、軽自動車車検用納税証
　明書などの発行
●住民関係➡全部事項証明書（戸籍謄
　本）、個人事項証明書（戸籍抄本）、
　住民票謄・抄本、身分証明書、印鑑
　登録及び印鑑証明書などの発行
●会計関係➡市税、各種使用料、手数
　料など（納付書持参の場合のみ）の
　収納

つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談

　日程
　10月３日㈫　法 律 相 談…保健福祉センター
           10日㈫　法 律 相 談…すこやか福祉館
           16日㈪　心配ごと相談…すこやか福祉館
 　　　　　　　　　　　　　　保健福祉センター
           17日㈫　法 律 相 談…保健福祉センター
           24日㈫　法 律 相 談…すこやか福祉館

　法律相談
　　弁護士または司法書士による相談（要予約）
　　午後１時～４時
　心配ごと相談
　　民生委員児童委員及び見識を有する者
　　午後１時～３時

　予約・問合せ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　〒300‐2312　つくばみらい市神生530
　　　☎ 57 - 0123

行政相談
　随時受け付けています。
　問合せ先　行政相談委員　今川和宏さん
　　　　　　☎ 52 - 2525

教育相談
　●伊奈公民館
　日　　時　10月６日㈮、13日㈮、20日㈮、
　　　　　　27日㈮
　　　　　　午前９時～ 12時
　●小絹コミュニティセンター
　日　　時　10月10日㈫、24日㈫
　　　　　　午後１時～５時
　問合せ先　市谷和原庁舎教育委員会学校教育課
　　　　　　指導室　☎ 58 - 2111（内線8202）

飼えなくなった犬猫の引取日

　日　　時　10月２日㈪、16日㈪、30日㈪
　　　　　　午後１時～１時20分
　場　　所　伊奈庁舎前駐車場
　問合せ先　市伊奈庁舎生活環境課
　　　　　　☎ 58 - 2111（内線1123）

休日当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

10月１日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
８日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771
９日㈷ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
15日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341
22日㈰ 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551
29日㈰ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111

小児科救急当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

くみとり（10月）

日
曜
日

収　集　区　域

関東商事（株）
☎029-836-3007

（株）シイナクリーン
☎58-3566

１ 日 － －

２ 月 足高、戸茂、戸崎 東栗山、城中、伊丹、小張、高波

３ 火 根柄、久保、鎌田 福原、上島、中島、下島、小張、高波

４ 水 根柄、久保、鎌田 谷井田、山王新田、神住新田、小張、小島新田

５ 木 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、小張、小島新田

６ 金 野堀、伊奈東 福田、小張、小島新田

７ 土 － －

８ 日 － －

９ 月 － －

10 火 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口、高岡

11 水 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口

12 木 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口

13 金 狸穴、伊奈東 上平柳、中平柳、下平柳

14 土 － －

15 日 － －

16 月 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕

17 火 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕

18 水 大和田、伊奈東 長渡呂、長渡呂新田、青木

19 木 大和田、伊奈東 青古新田、豊体

20 金 板橋、上街道 －

21 土 － －

22 日 － －

23 月 板橋 －

24 火 板橋 －

25 水 板橋 －

26 木 南太田 －

27 金 南太田 －

28 土 － －

29 日 － －

30 月 南太田 －

31 火 南太田

　やむを得ず飼えなくなった場合は、自らの責
任で新たな飼い主を探してください。どうして
も飼い主が見つからない場合は、引き取りを行
います。
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掲示板に書き込みを
　市のホームページに、

「市民交流掲示板」を設置しま
した。意見・情報の交換にどう
ぞご利用ください。利用の際は、
ルールを必ず守ってください。
http://www.city.

tsukubamirai.lg.jp/

おわびと訂正
　７月分（先月号）の火災件数
累計のうち、「その他」の件数に
誤りがありました。おわびして
訂正します。
　  　誤　７件

正　５件

●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

つくばみらい市統計
８月分
　１件
　０件
０件
１件

　
８月分
27件
67件

　17件
111件

18年分
９件
　３件
５件
17件

　
18年分
177件
595件
　161件
933件

41,434
20,674
20,760
13,542

総 人 口
男
女

世 帯

人
人
人
世帯

（平成18年９月１日現在）

22）
2）
20）
32）

（＋
（＋
（＋
（＋

※前月比

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

８
月
１
日
㈫
＝
県
市
長
会
先
進
地
行
政
視
察
（
〜
2
日
）

　
　

３
日
㈭
＝
県
南
広
域
道
路
首
長
意
見
交
換
会

　
　

４
日
㈮
＝
常
総
広
域
先
進
地
視
察
、
常
総
地
区
交
通
安
全
協
会
伊
奈

　
　
　
　
　
　

支
部
総
会

　
　

５
日
㈯
＝
地
域
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
伊
奈
の
祭
り
、
ぬ
く

　
　
　
　
　
　

も
り
荘
納
涼
祭

　
　

６
日
㈰
＝
谷
和
原
消
防
団
夏
季
訓
練
、
大
和
田
集
会
所
上
棟
式

　
　

７
日
㈪
＝
谷
和
原
庁
舎
で
事
務
打
合
せ

　
　

８
日
㈫
＝
入
札
、
葬
儀（
職
員
実
母
）、
福
岡
堰
土
地
改
良
区
理
事
会

　
　

９
日
㈬
＝
公
共
交
通
検
討
視
察
研
修

　
　

10
日
㈭
＝
区
長
会
役
員
会

　
　

11
日
㈮
＝
銘
柄
産
地
認
定
授
与
式
、
常
総
広
域
管
理
者
会

　
　

15
日
㈫
＝
福
岡
納
涼
盆
踊
り
大
会

　
　

16
日
㈬
＝
葬
儀
（
市
行
政
協
力
員
母
親
）

　
　

17
日
㈭
＝
県
知
事
と
人
事
関
係
協
議

　
　

18
日
㈮
＝
市
町
村
長
自
治
研
究
会
、
山
口
武
平
全
国
都
道
府
県
議
会

　
　
　
　
　
　

議
長
会
長
就
任
祝
賀
会

　
　

19
日
㈯
＝
職
員
結
婚
式
、
前
伊
奈
町
消
防
団
長
大
山
謙
吉
氏
叙
勲
祝

　
　
　
　
　
　

賀
会

　
　

21
日
㈪
＝
民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
、
葬
儀
（
市
農
業
委

　
　
　
　
　
　

員
）

　
　

22
日
㈫
＝
幼
保
一
体
化
視
察
研
修

　
　

24
日
㈭
＝
愛
宕
神
社
祭
礼
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
会

　
　

25
日
㈮
＝
国
保
運
営
協
議
会
、
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

　
　
　
　
　
　

議
会
、
市
消
防
団
長
辞
令
交
付

　
　

26
日
㈯
＝
防
災
訓
練
（
常
陸
太
田
市
）

　
　

28
日
㈪
＝
葬
儀
（
橋
本
県
知
事
母
親
）、
岡
田
広
参
議
院
議
員
出
版

　
　
　
　
　
　

を
祝
う
会

　
　

30
日
㈬
＝
福
岡
堰
土
地
改
良
区
理
事
会
、
茨
城
県
市
長
会

　
　

31
日
㈭
＝
地
籍
調
査
推
進
委
員
会

問い合わせ先
健  康  増  進  課

（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

10 月保健カレンダー
１ 日
２ 月
３ 火 健康増進室利用講習会　午前９時30分～
４ 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

５ 木

移動健康相談
　時間：午前９時30分～ 11時30分
　場所：戸茂公民館
ポリオ予防接種（生ワクチン）
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：生後３か月～７歳６か月未満
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

６ 金

３歳児健診
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成15年８・９月出生児
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

７ 土 健康増進室利用講習会　午後１時30分～
８ 日
９ 月
10 火

11 水 健康増進室利用講習会　午後６時30分～
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

12 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

13 金

１歳６か月児健診
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成17年５・６月出生児
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

14 土
15 日

16 月

成人歯科検診（予約制）
　場所：谷和原保健福祉センター
育児相談（予約制）
　場所：伊奈保健センター
ひよこ広場
　場所：伊奈保健センター
　対象：生後１～ 12か月の乳児とその保育者

17 火

成人歯科検診（予約制）
　場所：伊奈保健センター
離乳食教室（予約制）
　場所：谷和原保健福祉センター

18 水
成人歯科検診（予約制）
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

19 木

３歳児健診
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成15年８・９月出生児
健康増進室利用講習会　午後１時30分～
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

20 金

１歳６か月児健診
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成17年５・６月出生児
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

21 土 婦人科検診
22 日 健康増進室利用講習会　午後６時～
23 月

24 火

健康相談（予約制）
　場所：伊奈保健センター
こころの健康相談（予約制）
　場所：伊奈保健センター

25 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～
26 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～
27 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
28 土 健康増進室利用講習会　午前９時30分～
29 日

30 月 基本健診
　場所：台営農研修センター

31 火 基本健診
　場所：谷和原公民館十和分館

＜健康増進室利用について＞
●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。健
康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いただ
けます。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（予約制）
●申 込 方 法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
●申 込 日　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の午前
　　　　　　　８時30分～午後５時15分（９月25日㈪～）

※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
●定 員　各日とも15人（予約制）

　☆詳しくはお問い合わせください。

★健康増進室の利用時間
　・火～土曜日：午前９時～午後９時
　・日　曜　日：午前９時～午後８時
　※月曜日は休室になります。

市役所の開庁時間
　月～金曜日
　（土・日・祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※毎週水曜日は、窓口業務の一
　部を午後７時まで延長してい
　ます。（33ページ参照）

在職者訓練講座
●講座の種類　ビルクリー
　ニング、建築ＣＡＤ　など

※興味のある方はお電話を。
◆問い合わせ先
　県立古河産業技術学院
　☎ 0280 - 76 - 0049



生涯学習課　後期講座　参加申込書
講座名 住所 電話番号

子育てほっと

スマイル講座

〒300-2

つくばみらい市

保
育
者

氏名（ふりがな） 年齢 性別
子
ど
も

氏名（ふりがな） 性別 生年月日

　　　年　　月　　日

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

初心者

パソコン講座

〒300-2　

つくばみらい市

伊奈公民館　移動学習　参加申込書　（直接受付場所へ参加費を持参の上、申込ください。）
講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

移動学習

〒300-2　

つくばみらい市

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

移動学習

〒300-2　

つくばみらい市

伊奈公民館　後期講座　参加申込書
講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

〒300-2　

つくばみらい市

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別
〒300-2　

つくばみらい市

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別
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　高岡流綱火は、高岡の鎮守愛宕神社に毎年８月

23日に繰り込みし、綱火が奉納されます。火難

と病難除け・家内安全・五穀豊穣を祈願して行わ

れます。

　高岡流綱火の起こりは、鎮守の祭りのときに大

樹から赤と黒の蜘
く

蛛
も

が舞い降り、巣を作る様から

村人が創作したと伝えられています。

　今年は「二六三番叟」、「浦島龍宮入海辺の花園」、

「壮絶空中戦」が披露されました。

第６回
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国指定重要無形民族文化財の「火祭り」国指定重要無形民族文化財の「火祭り」
　　　　　　～  綱火（高岡流、小張松下流） ～  　　　　　　～  綱火（高岡流、小張松下流） ～  

　小張松下流綱火は、中世から近世にかけて小張城

主であった松下石見守重綱公が考案したものといわ

れています。戦勝祝いや犠牲者の供養のために陣中

で行ったと伝えられています。重綱は鉄砲を扱う火

薬師であったともいわれます。

　毎年実施される小張愛宕神社の祭礼は、８月23日

の夕方に繰り込みし、翌24日に綱火を奉納します。

現在は火難除け・五穀豊穣を祈願して奉納します。

　今年は「二六三番叟」、「大利根川の舟遊山」、「桃太

郎鬼ヶ城の戦い」が披露されました。

　綱火は、戦国末期から伝承されてきた詩情あふれる伝統行事です。

空中に綱を張り巡らし、その縄を使って人形や舟などを操り、人形芝

居を演じます。太鼓や笛のおはやしに合わせて、人形が動きながら縄

を伝い、仕掛け花火が数々の演出を添えます。昭和51年に国の重要無

形民族文化財に指定されました。

　市内には２つの流派（高岡流、小張松下流）があり、それぞれ高岡

流綱火更進団、小張松下流綱火保存会によって現代まで伝承されてい

ます。

　今年はＮＨＫ（ＢＳハイビジョン、茨城デジタル放送）でテレビ放

送され、また９月２日には、きらくやま世代ふれあいの館で特別上映

会も行われ、大きく取り上げられました。
繰り込み（清めの花火）の様子。
　　　　　　　　　※写真は高岡流




